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１ はじめに 

 

(1) 趣旨 

  平成19年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され（平成20年４月１

日施行）、各教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検・

評価を行い、その結果に関する報告書を作成して議会に提出・公表することとされました。 

  そこで、伊達市教育委員会では、平成20年度から、法改正の趣旨である、効果的な教育行政

の推進に資するとともに市民の皆さまへの説明責任を果たすため、学識経験者の知見を活用し

た教育委員会活動の点検・評価を実施しています。 

 

(2) 点検・評価の対象 

  点検・評価の対象は、第２次伊達市教育振興基本計画に掲げられた「取り組むべき主な施策」

とし、その進捗管理を各実施事業の点検・評価結果を踏まえて行っています。 

 

(3) 点検・評価の方法と評価区分（取り組むべき主な施策ごとの評価について） 

  点検・評価にあたっては、令和元年度に実施した事業・取組の状況を明らかにするとともに、

今後における課題と対応方針を示し、達成・完了しているものを「Ａ」、達成に向け進捗中のも

のを「Ｂ」、着手したが遅延しているものを「Ｃ」、未着手のものを「Ｄ」、中止・大幅な見直し

等が必要なものを「－」として表示しました。 

  また、点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する外部の方から意見、

助言をいただきました。 

 

(4) 点検・評価結果の構成 

 ①施策（取り組むべき主な施策） 

   第２次伊達市教育振興基本計画の目標に定めた、重点的に取り組む施策（31項目）です。 

 ②推進方策および今年度の取組内容 

   施策の分析を行い、抽出した課題解決のための推進方策および令和元年度に実施した主な

事業（取組）内容と実施状況を示しています。 

 ③施策の目標設定における取組状況・評価 

   取り組むべき主な施策の推進にかかる目標設定における取組状況の記載と取組への評価を

示しています。 

 ④施策に対する達成度評価 

   令和元年度における事業（取組）の実施状況などを踏まえるとともに、目標設定における

取組状況・評価とも照らし合わせた評価を行っています。また、今後の事業（取組）を進め

る上での課題と対応方針を示しています。 

   なお、取り組むべき主な施策の評価が「－」（中止・大幅な見直し等）の場合、その理由等

を記載しています。 
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 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む｡）を含む｡）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 



- 3 - 

 

２ 教育委員会の活動状況 

 令和元年度の教育委員会の活動について、「教育委員会会議」「学校訪問」などの項目に分け、

教育委員会自身による点検を行いました。 

 

(1) 教育委員会による点検 

  教育委員会会議については、毎月１回、開催する定例会と、必要に応じて開催する臨時会（令

和元年度は開催実績なし）があり、教育に関する様々な案件について検討し議決を行いました。 

  定例会については、開催予定や傍聴の案内、会議録等をホームページに掲載しました。また、

定例会の開催に合わせて市内の学校を訪問し、意見交換等を行いました。 

  議案、協議事項の審議及び報告については厳正に行われました。また、委員からの情報提供

や事務局からの事業の進捗状況及びその他の関連事項について、委員と事務局の間で意見交換

が活発に行われました。さらに、必要に応じて事案の調査、研究、協議及び周知等を行うため

の委員協議会が開催されました。 

  以下、令和元年度の主な活動を示し、それぞれの活動内容について報告します。 

 

 ○令和元年度教育委員会活動一覧 

４月25日（木） 定例会 

５月16日（木） 定例会 

６月20日（木） 定例会 

７月25日（木） 定例会 

８月29日（木） 定例会 

９月26日（木） 定例会 

10月24日（木） 
学校訪問（大滝徳舜瞥学校） 

定例会 

11月14日（木） 定例会 

12月19日（木） 定例会 

１月23日（木） 
定例会 

委員協議会 

２月13日（木） 定例会 

３月26日（木） 定例会 
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(2) 項目別点検 

 ①教育委員会会議 

 ア 議案について 

   「伊達市教育委員会事務委任規則」第２条により、教育長に対する事務委任は、次の各号

に掲げるものを除き（次に掲げる事項は教育委員会会議での議決が必要）、その権限に属す

る事務を教育長に委任すると定められています。 

   また、第３条により、教育長の臨時代理は、第２条各号に掲げる事務（同条第２号に掲げ

る事務を除く｡）について、緊急に処理する必要があり、かつ、教育委員会の会議を開くい

とまがないと認められるときは、これを臨時に代理することができ、臨時代理したときは、

その旨を直近の教育委員会の会議において報告しなければならないと定められています。 

(１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針を決定すること。 

(２) 教育委員会規則及び教育委員会の定める訓令を制定し、又は改廃すること。 

(３) 教育予算その他議会の議決を経るべき事件の議案について意見を市長に申し出る

こと。 

(４) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関を設置し、又は廃止すること。 

(５) 附属機関の委員を任免すること。 

(６) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 

(７) 特別支援教育推進委員会委員、スポーツ推進委員を委嘱すること。 

(８) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること。 

(９) 請願、陳情等を処理すること。 

(10) 附属機関に対して重要な諮問をすること。 

(11) 学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又は変更すること。 

(12) 市文化財を指定し、又は解除すること。 

(13) １件の予定価格100万円以上の教育財産の取得を市長に申し出ること。 

(14) １件の予定価格100万円以上の工事の計画を策定すること。 

(15) 長の補助機関たる職員若しくは長の管理に属する行政機関の長に教育委員会の権

限に属する事務の一部を委任し、又は補助執行させること。 

(16) 長の権限に属する事務の一部を教育委員会に委任すること又は教育委員会の補助

機関たる職員に補助執行させることに関する協議に対し同意等をすること。 

   上の表に従い、令和元年度の教育委員会会議にかけられた議案等について、それぞれがど

の事項に該当するか、あらためて整理し、その妥当性、効率性といった観点から点検を行い

ました。 

   以下の表中右列の数字は、上の表の(１)～(16)の中から該当する番号を当てはめたもので

す。また、「その他」については、関係例規の規定に基づき審議すべき事案となっているも

ののほか、全体の場で検討、共通理解を図る必要があると判断されたものです。 
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また、議事終了後、各担当課による報告・協議が行われ、事業の実績・予定報告や付議前

の案件の事前説明、今日的な教育課題への対応策等について共通理解を図るとともに、活発

な意見交換を行いました。 

   令和元年度の議案等については、規則に則って、適切に付議されています。 

 

   ４月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 平成31年度教育行政執行方針について （１） 

議案第２号 伊達市学校施設長寿命化計画（案）について （１） 

議案第３号 伊達市社会教育委員の委嘱について （５） 

議案第４号 伊達市文化財審議会委員の委嘱について （５） 

議案第５号 伊達市放課後子ども教室運営委員の任命について （５） 

議案第６号 
特別の勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程の一部

を改正する訓令 
（２） 

議案第７号 伊達市立学校運営協議会委員の任命について （５） 

報告第１号 
臨時代理の報告について（伊達市教育委員会事務局職員等の

平成31年４月１日付人事異動について） 
（６） 

 

   ５月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市特別支援教育推進委員会委員の委嘱について （７） 

議案第２号 伊達市特別支援教育推進委員会への諮問について その他 

議案第３号 伊達市放課後子ども教室運営委員の任命について （５） 

 

６月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 工事請負契約の締結について （３） 

議案第２号 財産の取得について （３） 

議案第３号 
令和元年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

 

   ７月定例会 

番 号 案     件 該当 

 議案・報告案件なし  
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   ８月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
平成31年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」

への市町村別結果の掲載同意について 
その他 

議案第２号 
令和２年度から使用する小学校用教科用図書及び中学校用教

科用図書の採択について 
その他 

議案第３号 
令和元年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

 

   ９月定例会 

番 号 案     件 該当 

報告第１号 
「平成31年度全国学力・学習状況調査」の伊達市における調

査結果について 
その他 

 

   10月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
伊達市立学校学校医等表彰規程に基づく被表彰者の決定につ

いて 
その他 

 

   11月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市スポーツ施設条例の一部を改正する条例 （３） 

 

   12月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 

令和元年度（2019年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調

査「北海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載同意につ

いて 

その他 

議案第２号 伊達市立学校通学区域規則の一部を改正する規則 （２） 

議案第３号 伊達市立学校通学区域施行規程の一部を改正する訓令 （２） 

報告第１号 令和２年度教育行政推進に関する予算について その他 

報告第２号 心身障がい児童生徒の適正就学について その他 
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１月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 
伊達市立学校教育実践表彰規程に基づく令和元年度の被表彰

者の決定について 
その他 

報告第１号 令和２年度教育行政推進に関する予算について その他 

報告第２号 令和元年度伊達市学力テストの結果について その他 

報告第３号 
「令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」の

伊達市における調査結果について 
その他 

 

   １月委員協議会 

番 号 案     件 

協議第１号 令和２年度教育行政執行方針（案）について 

 

   ２月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市立学校運営協議会規則の一部を改正する規則 （２） 

議案第２号 伊達市立学校設置条例の一部を改正する条例 （４） 

議案第３号 伊達市公共施設修繕等基金条例の一部を改正する条例 （３） 

議案第４号 令和２年度だて歴史の杜食育センター運営計画について （１） 

議案第５号 
伊達市放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例 
（３） 

議案第６号 
令和元年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
（３） 

議案第７号 令和２年度教育行政執行方針について （１） 
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   ３月定例会 

番 号 案     件 該当 

議案第１号 伊達市スポーツ施設条例施行規則の一部を改正する規則 （２） 

議案第２号 第33期伊達市スポーツ推進委員の委嘱について （７） 

議案第３号 伊達市立学校運営協議会委員の任命について （５） 

議案第４号 伊達市立学校通学区域規則の一部を改正する規則 （２） 

議案第５号 
伊達市立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規

則 
（２） 

議案第６号 
伊達市教育委員会会計年度任用職員の任用、勤務時間、休暇

等に関する規則 
（２） 

議案第７号 伊達市教育委員会臨時職員等取扱要綱を廃止する訓令 （２） 

議案第８号 伊達市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 （２） 

報告第１号 
臨時代理の報告について（伊達市立学校職員の令和２年４月

１日付人事異動について） 
（６） 

報告第２号 
臨時代理の報告について（令和元年度伊達市一般会計補正予

算（教育費関係予算）について） 
（３） 

報告第３号 
臨時代理の報告について（令和２年度伊達市一般会計予算（教

育費関係予算）について） 
（３） 

  

イ 議事について 

   条例や規則改正、各種委員の承認等、事務的な手続によるもの以外については、各委員と

も高い関心と問題意識を持った積極的な発言がありました。 

   また、情報提供等の活用により、スムーズに議事が進行されました。議案として取り扱う

中、説明や資料提示の方法等を含めたメリハリのある議事運営に努めました。 

 

 ②視察・学校訪問 

   教育委員会会議の開催に合わせて、令和元年度においては市内の小学校を訪問し、子ども

たちの学びの様子や学校の運営方針、施設、教育環境、授業等、様々な視点で、その学校の

よさや抱えている課題などを把握することに努めました。 

  ・令和元年10月24日 大滝徳舜瞥学校 

    内容  授業参観、懇談等 

    観点  令和元年度の学校経営方針、特色ある学校活動等について 

         概要 

学校の教育 

学校経営及び学校運営、特色ある教育活動など 
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 ③各種市内行事、会議・研修会等への参加 

   市内小中学校の入学式・卒業式等や成人式に、教育長、各委員らが伊達市教育委員会を代

表して出席しました。 

   また、各種会議・研修会等に各委員が出席しました。会議等の主なものは次のとおりです。 

   ・令和元年８月22日～８月23日 

     会議名 令和元年度北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会（函館市） 

   ・令和２年２月12日～２月13日 

     会議名 令和２年度胆振管内教育委員会委員研修会（洞爺湖町） 

    

 ④広報活動 

  定期的に行っている教育委員会会議をはじめ、教育委員会の活動についての情報は、ホーム

ページにより公開しました。今後もより一層市民の理解と協力を得るため、広報紙やホームペ

ージ等、既存のメディアについてその活用方法を工夫する必要があると考えています。 

 

⑤パブリックコメントの実施について 

  広く市民の皆さまのご意見を伺いながら教育行政を執行するために、パブリックコメントを

実施しました。令和元年度においては、次のとおり意見募集を行いました。 

案   件   名 意 見 募 集 期 間 
意見

の数 

意見及び 

市の回答公表日 

伊達市Ｂ＆Ｇ海洋センターのあり方に

ついて 

令和元年７月４日 

～令和元年８月２日 
２ 

令和元年８月５日

市ホームページで

公表 
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３ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

計画で掲げた取り組むべき主な施策、推進方策に基づいて実施した事業及び取組について、各

主管課及び教育委員会による内部評価を行い、今後の課題と対応方針を示しました。 

（１）学校教育 

第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策１ 確かな学力の育成 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・これまでの教育実践の蓄積に基づく授業改善の活性化により、子どもたちの「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力
等」、「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力の育成を図り、一人一人の生きる力を育む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●基礎・基本の確実な定着

・「伊達市学力テスト」を実施することにより、児童生徒の学力や学習状況を把握するとともに、「学力・学習改善プラン」を
作成し、一人一人の基礎や基本の確実な定着を目指す。

主な
取組
内容

R1 伊達市学力テストの調査結果等に基づいた学力・学習改善プランの作成と数値目標達成に向けた指導方法等の工夫・改善

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市教育実践交流・研修会の実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「国語の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

83.0% 86.0% ａ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

80.3% 85.4%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

78.0% 86.3%

83.0% 86.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

◎「算数（数学）の授業の内容がよく分かる」と回答した児童生徒の割合

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

81.9% 77.8% 83.0% 86.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

取組を進める上での課題と対応方針

77.0% 80.0% ａ
全国学力・学習

状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

全体的にやや上向いているものの、小学校及び義務教前期課程の算数においては全国平均を下回っていることから、
「学力・学習改善プラン」を作成、及び、継続した指導方法の工夫改善が必要。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

76.4% 83.1%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
小学校の算数、中学校の国語において、目標設定年度をやや下回っているものの、そのほかに関して
は上回っていることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
9 1 3 学力向上実践事業 2,107
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策２ 特別支援教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な就学支援

・伊達市特別支援教育推進委員会の各支援部会において新就学児および在校児童生徒一人ひとりに応じた就学の場を
検討するとともに、特別支援教育支援員・介護員の配置により、児童生徒の学習支援や生活支援を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●関係機関と連携した地域ネットワークづくりの充実

・伊達市特別支援教育推進委員会を実施し、学校や保育所、幼稚園等の関係機関が、児童生徒一人ひとりのニーズに
応じた適切な就学の場を提供するために連携の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 伊達市特別支援教育推進委員会の実施

R2

R3

R4

R5

● 教育相談の充実

・特別支援コーディネータ連絡会議における研修等により、校内特別支援コーディネータの知識等の向上を図り、教育相
談の質の向上を図る。

主な
取組
内容

R1 特別支援コーディネータ連絡会議において、教育相談に係る研修を実施

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市特別支援教育推進委員会支援部会の実施及び特別支援教育支援員・介護員の配置

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎通級指導教室及び特別支援学級において個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用している学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

65.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

100.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

30.0% 100.0%

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

障がいのある児童生徒の適正な就学措置や「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用し、校種間における個別
の教育支援計画等の円滑かつ効果的な引継ぎを行うなど、教育的ニーズに対応した教育的支援を継続して行っていく

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、通級指導教室及び特別支援学級に在籍する児童生徒の個別の教育支援計画
を作成し、就学先や進学先等への引継ぎに活用していることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
833

2 2 2 特別支援教育推進事業（職員給与費） 44,275

9 1 4 特別支援教育推進委員会運営経費
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策３ 国際理解教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●異文化理解の充実

・ＡＬＴ等ネイティブスピーカーとの交流活動や共同生活、英語を用いた体験活動を行う「イングリッシュキャンプ」を通じて、
子どもたちが語学教育だけでなく、外国の文化や習慣に触れられるなど国際理解教育の充実に取り組む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●外国語指導力の充実

・小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の指導に向けて、小中学校の教職員が連携を深めるなど、指導力の
向上に努める。

主な
取組
内容

R1 小学校外国語活動巡回指導教員研修事業の活用

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 イングリッシュキャンプの実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎伊達市学力テストにおける外国語の伊達市全体の平均点が全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均
程度

全国平均
以上

ｂ
伊達市

学力テスト

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

-
全国平均

程度

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の導入初年ということもあり、今後の定着を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ １年生、２年生とも全国平均程度であることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
102

9 1 6 ネイティブスピーカー活用事業 18,864

9 1 6 大滝徳舜瞥学校イングリッシュキャンプ運営経費
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策４ 情報教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 「プログラミング的思考」などを育むプログラミング教育の充実

・児童生徒一人ひとりに情報活用の実践力、情報の科学的な理解、情報社会に参画する態度が育まれるよう、GIGAス
クール構想に基づく整備を行うとともに、発達段階に応じたプログラミング教育の充実を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「情報モラル」の育成に向けた取組の充実

・児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、情報手段を適切に活用できるようにす
るための学習活動に取り組むとともに、情報機器を利用する際の情報モラルを身に付けさせる学習の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 各教科等による情報モラルの育成に向けた学習活動の実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 プログラミング教育研修の実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「情報通信技術を 活用して、子ど も同士が教え合い 学び 合う など の学習や課題発見・解決型の学習指導の実施」に つ い て「よ く 行った」「ど ち らかとい えば行った」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

66.7% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

77.7% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

情報通信機器の望ましい利用方法について考える学習活動や北海道児童生徒ネットコミュニケーション見守り活動を活
用し、情報活用能力の育成や情報モラルの指導、情報機器活用のマナーなどネットトラブルの未然防止に向けた指導を
継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、「情報通信技術を活用して、子ども同士が教え合い学び合うなどの学習や課題
発見・解決型の学習指導の実施」について、実施していたことからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
32,400

9 2 2 情報教育推進事業 3,360

9 3 2 情報教育推進事業
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策５ キャリア教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●学ぶことと働くことの意義を理解して学習の見通しを立てたり、振り返ったりすることができるよう、職場見学や職業体験の充実（中学校及び義務教育学校後期課程）

・生き方や希望する進路、職業の情報を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照らして考え、主体的に選択・決定し
たり体験したりする活動を充実させ、自己実現に向けて目標を立てて計画的に取り組む態度や肯定的な自己理解を育
む。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学級や学校での生活づくりに主体的にかかわり、自己を生かそうとする活動の充実（小学校及び義務教育学校前期課程）

・学級や学校生活における様々な課題を解決するために、実現可能で具体的な目標を立てたり意思決定したりし、自己
の良さを生かした主体的な活動を充実させ、現在や将来に希望や目標を持ち、日々の生活に生かしていこうとする態度
を養う。

主な
取組
内容

R1 全体計画に沿った、発達段階に応じて自己の進路や生き方を選択する能力の育成を図る取組

R2

R3

R4

R5

● 学びの過程を記述し振り返ることができる仕組みの構築

・児童生徒が自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら主体的に学習活動に取り組めるよう、自らの学びを見通し
たり、自己の変容や成長を振り返ったりする活動の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 学習活動の節目や単元や学習の終末における、自己の変容を振り返る取組

R2

R3

主な
取組
内容

R1 職場見学や職業体験の実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「将来の夢や目標を持っている」について、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

90.0% 92.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

65.0% 75.1%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

89.2% 79.8%

70.0% 75.0% ａ
全国学力・学習

状況調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後も、キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリア発達を促す取組を継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
小学校においては、目標値を下回っているものの、中学校においては、目標値を上回っていることから
この評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策６ 環境教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 生命を尊重し自然環境の保全に寄与する態度の育成

・自然体験や社会体験活動を通じて、環境に配慮した望ましい行動がとれる子どもを育てるよう環境教育の充実を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 学校の特色を生かし、環境教育を視野に入れた教育課程の編成・実施

・各教科・領域等を通し、子どもたち一人ひとりが、地域の将来などを自らの課題として捉え、そうした課題の解決に向け
て自分たちができることを考え、多様な人々と協働し実践できるよう、指導の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 環境教育全体計画に基づいた、学校の教育活動全体での環境教育の実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 泊を伴う学習や、自然体験学習、職業体験等における、環境教育の実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎総合的な学習の時間における環境教育の実施校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

0.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

90.0% 100.0%

50.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

各教科、特別活動、総合的な学習の時間等、教育活動全体を通して環境教育に関する学習を継続して実施。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、環境教育全体計画に基づいて環境教育を実施していることからこの評価とし
た。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第１節 社会を生き抜く力を育む教育の推進

施策７ 安全・防災教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 関係機関や地域と連携し、自然災害を想定した実践的な防災訓練の実施

・有珠山の噴火や津波を含めた自然災害等に備え、警察、消防署の協力を得て実践的な防災訓練を行うなど学校安全
対策の充実を図る。

主な
取組
内容

R1 実践的な防災訓練や防災に関する教育活動の実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　すべての学校で防犯教室及び避難（防災）訓練を両方実施しているため、計画期間中においても、内容の充実を図りながら継続して実施する。

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

100.0% 100.0% ａ

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

100.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

100.0% 100.0%

100.0% 100.0% ａ

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

防災訓練を継続して実施。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ すべての学校において、防災訓練を実施していることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策１ 道徳教育の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 道徳科の指導方法の工夫改善や、指導に生きる評価の在り方に係る研修の充実

・「考え、議論する」道徳の授業改善や評価にかかる研修の充実を図るとともに、自己を深く見つめ、人間としての在り方
や生き方の自覚を深める中でよりよく生きるための道徳性が養われるよう、道徳教育全体の工夫・改善を図る。

主な
取組
内容

R1 「考え、議論する道徳」の実現に向けた校内研修の実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5



- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 85.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

73.1% 73.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

77.2% 82.1%

75.0% 80.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

◎「学校のきまり（規則）を守っている」と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

91.9% 88.9% 92.5% 95.0% ｃ
全国学力・学習

状況調査

取組を進める上での課題と対応方針

94.0% 95.0% ａ
全国学力・学習

状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

すべての学校において、道徳教育の校内研修の実施を継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

93.8% 95.2%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
目標に対し、達成している項目や、下回っている項目があったが概ね目標値に近づいていることからこ
の評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第２節 豊かな心を育む教育の推進

施策２ 生徒指導・教育相談の充実 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 児童生徒や保護者への相談体制の充実

・生徒指導・教育相談の充実については、教員だけでは解決できないことも多くなってきており、こうした様々な児童生徒
の相談に対して、教員のほか、引き続き道費によるスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を継続す
るなど、児童生徒の置かれている状況や抱えている問題・悩みに応じて対応する。

主な
取組
内容

R1 スクールソーシャルワーカーの学校訪問

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5



- 27 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　伊達市内の不登校率が全国平均を下回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均
を下回る

全国平均
を下回る

ｂ
全国平均値に
ついては前年

度のもの
中学校及び義
務教育学校の

後期課程

2.2%
2.94%

（3.65%）

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

0.3%
0.73%

（0.70%）

全国平均
を下回る

全国平均
を下回る

ｂ
全国平均値に
ついては前年

度のもの

◎「 い じめは、どんな理由があってもい け ない ことだと思い ますか」 の問い に、「 当てはまる」 「 どちらかとい えば、当てはまる」 と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

98.5% 97.7% 99.0% 100.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

取組を進める上での課題と対応方針

95.0% 100.0% ｂ
全国学力・学習

状況調査

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

教育相談や生徒指導全体計画の見直しを含めた校内体制の充実、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に向けた校
内研修等を今後も全ての学校で継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

91.6% 90.7%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
不登校率は全国平均に比べ下回っているものの、目標に対して、概ね全国平均と同等であることからこ
の評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
9 1 2 不登校等対策事業経費 697
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策１ 体力・運動能力の向上 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

● 「体力向上プラン」に基づいた取組の工夫・改善

・小学校１年生から中学校３年生を対象とした「伊達市体力テスト」を実施し、各学校において、児童生徒の体力・運動能
力の検証を図ることにより、個々の体力・運動能力の向上を目的とした「体力向上プラン」を作成し、学習指導の工夫・改
善を図る。

主な
取組
内容

R1 伊達市体力テストの結果等に基づいた 「体力向上プラン」の作成と、学習指導の工夫・改善

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「全国学力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

全国平均
を上回る

全国平均
を上回る

ａ

小学校及び義
務教育学校前
期課程(女子)

全国平均比：
+1.1%

-0.3%

小学校及び義
務教育学校前
期課程(男子)

全国平均比：
+0.4%

1.1%

全国平均
を上回る

全国平均
を上回る

ｂ

◎「全国学力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合計点において、全国平均を上回る

中学校及び義
務教育学校後
期課程(男子)

全国平均比：
+1.3%

-2.4%
全国平均
を上回る

全国平均
を上回る

ｃ

取組を進める上での課題と対応方針

全国平均
を上回る

全国平均
を上回る

ｃ

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

小学校１年から中学校２年までの全学年で体力テストを実施し、全ての学校において児童生徒の実態に応じた「体力向
上プラン」を作成し、体力・運動能力の向上に向けた指導を行うことを継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

中学校及び義
務教育学校後
期課程(女子)

全国平均比：
-3.1%

-4.1%

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
小学校（義務教育学校前期課程）男子は全国平均以上だったものの、それ以外については目標に対し
て、前年の値を下回っていることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 食育センター庶務係

R5

R4

R5

●地場産物を活用した学校給食の充実

・地場産物を活用した学校給食の提供に努めるとともに、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献立づくりに
取り組む。

１　推進方策および今年度の取組内容

●だて歴史の杜食育センターの活用

・より安心安全な給食の提供に努め、給食の充実を図るため献立の見直しに取り組む。また、食育センターの活用策の
一つとして高校へ給食提供に向けた検討を行う。

主な
取組
内容

R1 道立高校学校給食モデル事業（試食、アンケートの実施）

R2

R3

R4

R5

●児童生徒や家庭に対する、食育の大切さに関する啓発活動

・長期休業中に自主事業で行う調理場一般公開や調理体験など体験型イベントの食育活動に積極的に参加してもらうた
め学校へ周知を行う。

●栄養教諭派遣事業の継続的な実施

・栄養教諭派遣事業の継続的な実施により、食べることの大切さなどの食育指導を各小学校全学年1回以上、全体で計
30回以上実施する。

主な
取組
内容

R1 栄養教諭派遣事業の実施（３９回）

R2

R3

主な
取組
内容

R1 地場産物の積極的な活用

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 長期休業中に体験型イベントの開催（夏季：調理場一般公開、冬季：調理体験）

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎学校給食における地元産食材利用率が前年度を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

37.5% 40.0% ｂ

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

－ 33.5%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

－ 33.5%

37.5% 40.0% ｂ

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

地場産野菜は夏場中心で限界があることから、地場産食材利用率を上げるため、鶏肉等新しい地場産食材の活用を検
討する。また、学校給食の充実を図るため、日本文化や季節の行事など食育の観点を意識した献立づくりに向け、献立
表の見直しを検討する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
地場産の旬の食材を積極的に使用することを意識して献立を作成した。
また、道立高校学校給食モデル事業について給食の試食及びアンケートを実施し、栄養教諭派遣事業
についても計画通り実施した。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
291

だて歴史の杜食
育センター整備
運営事業委託料

170,213千円

9 5 4 だて歴史の杜食育センター運営管理費 351,533

9 5 4 道立高等学校給食モデル事業
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第１章 学校教育 第３節 健やかな体を育む教育の推進

施策２ 食育・健康教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●

１　推進方策および今年度の取組内容

●がん教育や薬物乱用防止教室・性に関する指導の実施

・各学校における教育計画に基づき、保健体育・学級活動の学習や、外部講師を招き講座を実施するなど、取組を充実さ
せる。

主な
取組
内容

R1 がん教室など各種研修講座の実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

75.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

50.0% 100.0%

100.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後もすべての学校において、がん教育の実施を継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ すべての学校において、がん教育を実施したことからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策１ 地域総がかりの教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 各校のコミュニティ・スクールの活動内容を参考に研修を深める取組の充実

・教職員や地域の住民、関係者がその制度や内容などについて理解を深めるとともに、他校の学校運営協議会の活動
について研修する機会を設けるなど、各校における学校運営協議会の取り組みを充実する。

１　推進方策および今年度の取組内容

● コミュニティ・スクールを基盤とした学校運営へ地域が参画する取組の推進

・地域の住民や関係者が各校の運営協議会に参加し、学校運営に参画していただくことにより、地域とともにある学校づ
くりを進める。

主な
取組
内容

R1 学校運営協議会を軸とした学校経営の充実に向けた取組

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市学校運営協議会委員研修会の開催

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「学校支援地域本部などの学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加してくれる」と回答した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

85.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

66.6% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

77.7% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後も継続して、すべての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動を実施。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校において、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動に参加していただ
いていることからこの評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
9 1 3 コミュニティ・スクール運営経費 236
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策２ ふるさと創生教育の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

● 地域の教育資源を生かした体験的な学習活動の充実

・学校において、地域の専門的な知識・技能を有する人材や地域の施設、副読本等を活用することにより、伊達市の歴
史的風土、伝統、文化等について学ぶ取組を充実させる。

１　推進方策および今年度の取組内容

● 発達段階に応じた「だて学」学習プログラムの構築

・地球規模の視野で考え、地域の視点で行動できる子供を育成するため、発達段階に応じて学習内容を体系化した学習
プログラムを構築し、小学校から中学校、高等学校まで系統立てた学習として、ふるさと創生教育「だて学」を行う。

主な
取組
内容

R1 ふるさと創生教育「だて学」の実施、および、指導計画等の作成

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 地域の芸術や伝統芸能等の文化に触れる取組、および、地域人材・施設等の活用

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎「 地域や社会で起こってい る問題に関心があるか」 とい う質問に対して、「 当てはまる」 「 どちらかとい えば当てはまる」 と回答した小学校６年生、中学校３年生の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

65.0% 70.0% -
全国学力・学習状

況調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

53.5% -

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

60.6% -

60.0% 70.0% -
全国学力・学習状

況調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後も継続して、すべての学校でふるさと創生教育「だて学」の学習プログラムを実施するとともに、学習方法・学習内容
の充実を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－
平成31年度全国学力・学習状況調査において同様の調査項目がなかったことから、評価できなかっ
た。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
9 1 3 ふるさと創生教育「だて学」推進事業 587
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第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策３ 異校種間連携・接続の推進 担当課係 教育部指導室

R5

R4

R5

●小学校と中学校との連携

・中学校区を基本とした児童・生徒交流、異校種間の教育課程の接続や児童・生徒に関する引継ぎ、指導方法に関わる
研修会の推進により、小・中学校の教育活動の円滑な接続を図る。

１　推進方策および今年度の取組内容

●幼稚園、認定こども園、保育所と小学校との連携

・小学校体験入学や幼稚園・保育所交流など、就学前の幼児を中心とした未就学児と児童との交流活動を推進し、教育
活動の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R1 幼保・小間での交流活動、体験入学等、計画的な連携・接続の実施

R2

R3

R4

R5

●小・中学校と高等学校、高等教育機関（専門学校・大学等）との連携

・市内高等学校と小・中学校での教育活動上の連携、教職員の指導方法に関わる、交流、情報交換を推進することによ
り、小・中学校と高等学校等の円滑な接続を図る。

主な
取組
内容

R1 市内高等学校との異校種間連携の実施、および、伊達地区ネットワーク会議における情報交流

R2

R3

主な
取組
内容

R1 各中学校区を基本とした、児童生徒交流、生徒指導、教育課程、特別支援教育等に係る連携・接続の実施

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5



- 39 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎教育活動等に関する調査において、「近隣等の学校と教員同士の交流を行っている」と回答した学校の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

80.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

40.0% 100.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

60.0% 100.0%

75.0% 100.0% ａ
学校への聞き

取り調査

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後も継続して、指導方法に関わる情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員同士の交流を実施す
る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
すべての学校で、指導方法に関わる情報交換や教育活動上での連携など、近隣等の学校と教員同士
の交流を行っていることから、この評価とした。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●幼・保・小・中連携体制の構築

・子どもや保護者の不安解消や、負担軽減が出来るよう、幼・保・小・中連携体制の構築体制を構築するため、接続時の
課題を把握する。

主な
取組
内容

R1 異校種間の連携の推進

R2

R3

主な
取組
内容

R1 指導計画の作成、実施

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●「スタートカリキュラム」の実施（小学校入学時）

・小学校や前期課程での生活がスムーズに適応していけるように、生活科を中心に学科的・関連的な指導や弾力的な時
間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●「アプローチカリキュラム」の実施（年長児）

・就学前の幼児が円滑に小学校や前期課程の生活が送れるように、市内の幼稚園、認定子ども園、保育所の年長児と
交流学習を実施する。

主な
取組
内容

R1 交流学習の実施

R2

R3

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策４ 幼児教育の充実 担当課係 学校教育課学校教育係
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予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

策定年度に比べ、交流事業を実施した学校が増えたもものの、複数回実施する学校は同じとなった。
今後は実施回数が増加するよう、幼保小連携を促すともに、効果的な交流学習の実施を継続して行っていく

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
小学校や前期課程への接続を意識し、６校において交流事業を実施したが、幼稚園等との調整が難しく
複数回実施した学校が策定年度と変わらず２校のみとなったため。

◎

50.0% 100.0% ｃ交流した割合 22.0% 22.0%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　各小学校と義務教育学校が市内の幼稚園、認定こども園、保育所の年長児と交流学習を３回以上した割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達市教育研究会事務部会交流意見交換会、伊達市教育研究会学校保健会との協議会

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●資質能力向上のための研修会の実施

・専門性を生かした役割を向上させるため、学校と学校、あるいは学校と教育委員会・関係諸機関との間で教育行政の
立場で連携を図る研修を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市教育実践交流・研修会の実施

・市内の教職員が一堂に会してお互いの実践を交流・協議することを通じて、教職員間のコミュニケーションの促進と教育
課題の共有化や資質向上のために研修を実施する。

主な
取組
内容

R1 教育実践交流・研修会の実施

R2

R3

第１章 学校教育 第４節 地域とともにある学校づくりの推進

施策５ 教職員の資質・能力の向上 担当課係 学校教育課学校教育係
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予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

引き続き、教職員の資質・能力の向上を図ることを目的として、教職員の研修ニーズを把握し、本市における教育課題を
共有し、充実した研修を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
「伊達市教育実践交流・研修会」は、より実践的な内容の研修会を開催し、市内の学校での取組みを共
有できる場として定着してきたため、参加率向上に繋がった。
また、養護教諭等の研修会については、事前に研修ニーズを把握することで、参加率向上に繋がった。

◎市内教職員（養護教諭、栄養教諭、事務職員）の研修会への参加率

参加率 65.4% 96.6% 80.0% 90.0% ａ

70.0% 80.0% ａ参加率 64.0% 79.4%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎市内教職員の伊達市教育実践交流・研修会への参加率

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３



- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 伊達小体育館改築、伊達小校舎増築、東小校舎増築、東小長寿命化改修、光陵中暖房設備改修等

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●伊達市学校施設長寿命化計画に基づく計画的な学校施設の修繕

・計画に基づき、増築、改築工事及び施設改修にかかる実施設計等を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市学校施設長寿命化計画の策定

・学校施設のおよそ７割の建物は建築後30年以上が経過しており、老朽化・機能低下が進行している。このことから、今
後を見据えた計画的な改修、改修コストの縮減および平準化を図ることを目的として伊達市学校施設長寿命化計画を策
定する。

主な
取組
内容

R1 伊達市学校施設長寿命化計画の策定、公表

R2

R3

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策１ 学校施設・設備の充実 担当課係 学校教育課企画総務係
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東小長寿命化
実施設計

40,150千円
光陵中暖房
改修（繰越）

9 2 1 伊達小学校体育館改築事業 187,089

9 2 1 伊達小学校校舎増築事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
95,066

9 2 1 東小学校校舎等増築事業 369,649

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

交付金の採択・不採択によって事業実施が左右されてしまうため、交付金の動向を注視するとともに、学校の統廃合等、
施設の将来的な動向も踏まえ、長寿命化計画を見直しながら施設整備を実施していくこととする。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
伊達市学校施設長寿命化計画については策定、公表済。また、計画に登載した５件の事業のうち、１件
については交付金が当初で不採択（追加採択になったため、令和２年度実施）となり、実施できなかっ
たが、他の４件については予定通り実施できた。

◎

50.0% 100.0% ｂ事業実施率 － 17.4%

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎伊達市学校施設長寿命化計画に登載した事業の実施

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 登下校安全対策推進会議の設置、登下校交通安全・防犯プログラムの策定

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●通学路安全対策の充実

・児童生徒の登下校時の交通安全ではなく防犯の観点を加えた関係機関との連携による安全対策を実施する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●交通安全教室、防犯教室の実施

・警察など関係機関と連携した訓練や指導を行い、児童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上を図るため実施する。

主な
取組
内容

R1 交通安全教室、防犯教室の実施

R2

R3

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策２ 校外安全対策の充実 担当課係 学校教育課学校教育係
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予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

小学校等は、隔年で実施している学校が多いため、毎年実施するよう促すとともに、中学校等は、交通安全教室を実施し
ていない学校が多く、生徒は移動手段に自転車を利用する機会が多いことから、交通マナーの指導等を含めた交通安全
教室の実施や工夫・改善が必要である。また、防犯教室についても関係機関と連携し継続を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
小学校等は、学校規模によっては、交通安全教室や防犯教室どちらかを隔年で実施しており、中学校
等においては、防犯教室のみ実施している学校が多かったため策定時と変わらない割合となった。

77.7% 100.0% ｃ

中学校及び義
務教育学校の

後期課程

25.0% 25.0%

小学校及び義
務教育学校の

前期課程

60.0% 60.0%

75.0% 100.0% ｃ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎警察など地域の関係機関・団体等と連携し、児童生徒に対する交通安全教室と防犯教室を実施している割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策３ 学校再編等の推進 担当課係 学校教育課学校教育係

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●伊達市立学校の適正規模の推進

・児童生徒が、望ましい学校規模の中で学び、資質や能力をさらに伸ばしていけるよう、子どもたちの教育環境をより良い
ものにするために、伊達市立学校適正規模配置（案）に基づき、学校再編を進める。

主な
取組
内容

R1 「第２次教育振興基本計画」に基づき、説明会を実施

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎計画最終年度における適正規模を下回る学校数（関内小学校、星の丘小・中学校、大滝徳舜瞥学校を除く）

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

－ ０校 ｂ
適正規模を

下回る学校数
－ ３校

◎　

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

今後は「長和小学校」の保護者や地域への説明会を実施するとともに、統合予定校については、児童の不安や負担解消
の取組みを継続する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

「稀府小学校」「有珠小学校」については、「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づき、学校適正規模
についての説明会を保護者や地域対し説明会を実施した。
稀府小学校については、保護者・地域から理解が得られ、令和４年度に東小学校と統合することが決定
された。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
9 2 1 黄金小学校・東小学校統合事業      22,856
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●市内高等学校・高等養護学校との連携・支援

・キャリア教育の情報収集や意見交換を目的とした「伊達地区学校ネットワーク会議」により小中高の連携を深めるととも
に、地域で力を発揮する人材の育成を目的として、本市の特色ある歴史や文化、産業などあらゆる分野を網羅した、ふる
さと創生教育「だて学」を推進していく

主な
取組
内容

R1 高等学校における地域学習への支援

R2

R3

第１章 学校教育 第５節 信頼される教育環境の整備

施策４ 高等学校教育等との連携・支援 担当課係 学校教育課企画総務係
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9 1 3 ふるさと創生教育「だて学」推進事業 587

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

ふるさと創生教育「だて学」について引き続き推進するとともに、「公立高等学校配置計画（令和２年度～４年度）」におい
て、伊達高等学校及び伊達緑丘高等学校の募集停止並びに新設校の設置が示されたことから、令和３年度の再編新設
校の開校を見据え、子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校を構築するため、連携・支援を行っていく。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

－
施策の目標設定をしていないことから、達成度評価についても行わないこととするが、下記のとおり課題
と対応方針を示し、取組を進めていくこととする。

◎

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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（２）社会教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●青少年健全育成に関するサポート体制の充実

・青少年の非行防止等のため、青少年指導センター指導員とともに下校時間帯に合わせた巡回街頭指導のほか、夏季
海水浴場キャンプ場、祭典時特別巡回を実施する。また、伊達市教護会等関係機関との諸会議への出席や合同研修会
の開催を開催、広域列車添乗補導を実施する。

主な
取組
内容

R1 街頭指導304回、海水浴７回、祭典（伊達、相馬、大滝、武者）８回、研修会１回、列車添乗７回

R2

R3

主な
取組
内容

R1 あそびまして・ジュニアリーダー・姉妹都市、各１回実施

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●市民団体等と連携した青少年事業の取組

・上記の事業は、つどいサークル「ドロップ」、長生大学、伊達シニアクラブスポーツ少年団等の協力団体のもとに企画立
案及び運営を行っている。各団体を通じて外部講師を招聘するなどしており、事業を進めていくには必要不可欠な団体で
ある。引き続き協力関係を維持継続し、充実した青少年事業の開催を目指す。

１　推進方策および今年度の取組内容

●体験学習機会の充実

・だてっ子遊び学びの教室（全６回）、親子体験教室、世代間交流事業を開催する。
　特にだてっ子遊び学びの教室については、常に内容を検討しながら、子どもたちが興味を持つよう工夫を行い、新たな
参加者の創出にもつなげる。

主な
取組
内容

R1 だてっ子4回（2回ｺﾛﾅで中止）、親子体験・ﾊﾞｽ利用（企画共同）・地図のWS（ﾒｾﾅ共同）各1回実施

R2

R3

第２章 社会教育 第１節 ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

施策１ こころとふるさと意識を育む体験活動の推進 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係
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指導センター指
導員報償費
1,264千円

9 4 5 指導センター運営費 1,642

9 4 5 青少年教育事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
134

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

・体験学習機会の充実については、今後も内容を改良し、新たな参加者の創出につなげる。
・市民団体等と連携については、引き続き協力関係を継続し、充実した青少年事業の開催を目指す。
・青少年健全育成に関するサポートについては、関係機関と連携し実施する。また、現状に合った巡回の手法と回数の
見直しが課題である。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
・事業内容に多少の変化をつけ実施したものの、雨天やコロナで中止のため参加者減となった。
・市民団体（青少年事業活動団体等）と事業の実施に向けた協議を行い、引き続き協力を得られた。
・会議や合同研修会・巡回により関係機関との連携が以前より増したと思われる。

◎

8.50% 9.00%

参加人数 292人 226人

参加割合 7.82% 6.13%

285人 268人

ｂ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎14歳以下人口に対する青少年を対象とした各種体験教室への参加者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第２章 社会教育 第１節 ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

施策２ 交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係

R5

R4

R5

●青少年育成団体と連携した事業の取組

・上記事業については、伊達シニアクラブスポーツ少年団の協力のもと実施しており、また、他の青少年事業にも協力を
行っていただいており、引き続き関係を維持していく。伊達市成人式事業では新成人実行委員会を組織し、式典及び余
興の企画立案・運営を行う他、青年団体である伊達フェイバリットクラブの協力も得て進める。

１　推進方策および今年度の取組内容

●リーダー養成研修・交流活動事業による人材の育成

・姉妹歴史友好都市シニアリーダー研修交流事業は姉妹都市である宮城県亘理町、歴史友好都市である宮城県山元
町、柴田町、福島県新地町と継続実施する。交流を深めながら、レクや共同作業、集団行動を通じてコミュニケーションや
リーダーシップの能力向上を図り、これからの地域づくりに必要な人材の育成を目指す。

主な
取組
内容

R1 中学生２人、高校生１人、その他１人　計４人参加

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 あそびまして、バス利用でのレク指導（シニア）、成人式の運営（フェイバリット）にて協力を得た。

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎14歳以下人口に対する市及び関係機関が実施するリーダー研修講習会、世代間交流事業への参加者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

1.50% 2.00%

参加者数 50人 41人

参加割合 1.34% 1.11%

50人 60人

ｃ

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

・シニアクラブ１団体頼みでは限界があるため、中高生の一般公募の検討が必要。それにより団員の増、また、地域づくり
に必要な人材の育成に繫がると思われる。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｃ
・人材の育成について、シニアクラブの団員は、他にも部活動に所属していることから、シニア活動が困
難な状況となってきている。
・青少年育成団体と連携については、各団体のＰＲも兼ね、今後も参画していただく。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
307

9 4 5 成人式事業 138

シニアリーダー
研修旅費255千

円

9 4 5 青少年教育事業費 134

9 4 5  姉妹・歴史友好都市シニアリーダー研修交流事業
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 「あらうす」との共同開催による講演会を実施。胆振女性ﾘｰﾀﾞｰ養成研修に3名派遣（うち男性1名）

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●男女共同参画の推進

・胆振女性リーダー養成研修や男女共同参画教養講演会への参加を促進するため、魅力ある事業内容を検討するととも
に、広報誌等による周知を実施

●サークル団体の会員増や活性化のための広報活動の充実・強化

・市民サークルまつりの参加希望団体募集を広報誌で実施。市民総合文化祭や市民サークルまつりなどの事業につい
て、更なる市民周知を図るため、広報誌などの媒体を用いて事業の周知を実施

主な
取組
内容

R1 広報誌、facebook、市HP、ポスターによる周知や、事業実施日に参加者によるチラシ配布等の実施

R2

R3

主な
取組
内容

R1 指定管理者において絵本の読み聞かせ（30名）、陶芸教室×2回（18名）の3講座を実施

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●民間企業などのノウハウを活かした学習内容の充実

・カルチャーセンター指定管理者等と連携し、人気のある講座を連続して実施するなど、民間ならではの柔軟な事業を実
施

１　推進方策および今年度の取組内容

●市民ニーズを的確に把握し、より受講しやすい講座の開設

・アンケート等（毎講座後）を実施し、市民ニーズを反映した多種多様な講座を開設

主な
取組
内容

R1 市民講座7講座中、平日・1講座、夜間土日・5講座、大滝区開催・1講座を開催（他1講座コロナで中止）

R2

R3

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策１ 生涯にわたる充実した学習機会の提供 担当課係 生涯学習課社会教育係
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9 4 2 市民講座開設事業 302

9 4 2 だて市民カレッジ開設事業

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
264

9 4 2 男女共同参画推進事業、胆振女性リーダー養成研修事業 503

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

多くの市民が参加できるよう、アンケート等による市民ニーズを把握するとともに、講座の内容・時間帯・曜日・広報周知
等について、工夫をしながら実施していく。
講座内容にについて、ターゲットとする対象者を明確にした周知活動を実施する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
市民講座は、新型コロナウイルス感染症の影響で8講座中1講座が中止、市民カレッジは例年5講座の
ところ、特別講座を追加し6講座を開催した。
周知方法などを工夫した結果、予想以上の受講者となった。

◎

292人 306人

人口比受講者 0.72% 1.40%

受講者数 249人 481人

0.90% 1.00%

ａ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎推計人口に対する市が主催する市民講座・市民カレッジの受講者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 「ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ」について知ってもらうために、学生に対し学習会を実施

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●高齢者の参画が期待される、コミュニティ・スクールや放課後子ども教室などの活動内容についての情報提供

・放課後子ども教室等が希望する事業と、長生大学として提供できることについて、事業推進にあたり互いに情報共有で
きるような仕組みを構築

１　推進方策および今年度の取組内容

●長生大学の事業内容のニーズ把握による学習メニューの充実と積極的なＰＲ強化

・事業内容のニーズ把握の手段として、在学生に対するアンケート等を実施し講義内容の充実を図る。長生大学事業に
ついて、広報誌等を活用し事業の周知を図る

主な
取組
内容

R1 受けてみたい講義（分野）についてアンケートを実施、学生募集を広報誌で周知

R2

R3

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策２ 高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出 担当課係 生涯学習課社会教育係
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9 4 2 長生大学運営費 546

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

高齢者就労者が増加傾向にあること。入学者数の減少や在学生減少（転居、疾病、死亡など）などにより、全体的に学生
数は減少傾向となっている。
転入者などの知り合いづくりの場としての長生大学の存在を広報誌等で周知する必要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

中間年度における、目標数値は達成した。
長生大学自治会の役員とは積極的に情報交換を行った。また、学生に対してもアンケート等を実施し講
義内容の充実を図った。
今後は、広報等による積極的なPRを通じ学生数の確保に努めたい。

◎

252人 282人
年齢別人口統

計

学生数割合 1.88% 2.02%

学生数 235人 254人

2.00% 2.30%

ａ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎65歳以上人口に対する長生大学学生数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 家庭教育の重要さについて、広報誌で啓発

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●関係機関と連携し、家庭教育に関する啓発活動の実施

・広報誌等による家庭教育の啓発活動を、関係機関と連携し実施

１　推進方策および今年度の取組内容

●地域住民がコミュニティ・スクールや放課後子ども教室、放課後児童クラブと関わり合いながら子どもを育てる地域基盤の強化

・放課後子ども教室事業などに地域住民が参加して貰えるよう、自治会やPTAなどの地域住民対して事業内容などの周
知活動を実施

主な
取組
内容

R1 伊達西小放課後子ども教室において、伊達西小おやじの会による事業を実施

R2

R3

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策３ 家庭・地域の教育力の向上 担当課係 生涯学習課社会教育係
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9 4 2 放課後子ども教室運営費 1,217

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

地域住民と連携を期待する事業について、周知・連携の方法について検討する必要があること。
放課後子ども教室事業については、地域住民などによる外部講師をこれまで以上に活用する。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ 放課後子ども教室の実施校数は伸びているが、地域住民との連携は十分ではない。

◎

４校 全校 ｂ学校数 １校 ２校

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎放課後子ども教室実施小学校・義務教育学校数（星の丘小学校は除く。）

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

１　推進方策および今年度の取組内容

●「伊達市立図書館運営基本方針」に基づく図書館の機能強化

・本の表紙を見せる配架、英語絵本や大活字本の拡充など利用者の需要に即した館内整備に努め、春と秋の読書週間
期間中、主に未就学児が気軽に本に親しむための機会づくりとして「本の森」の実施、小学生から高校生までを対象とし
学校と連携した「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」を新たに実施し読書普及の促進を図る。

主な
取組
内容

R1 利用者の需要に即した館内整備。「本の森」及び「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」の実施。

R2

R3

第２章 社会教育 第２節 共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

施策４ 図書館機能の充実 担当課係 図書館業務係
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ＰＯＰコンテスト
報償費

（図書カード）

9 4 7 読書普及促進事業 17

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 予算額（千円）

摘要

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

図書館利用者のニーズが多様化してきているため、ニーズに合った図書資料の整備や各事業において読書の普及活動
を強化し、さらなる図書館機能の充実を図っていく必要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ

利用者の需要に即した館内整備を行い、「本の森」や「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」を実施し読
書普及の促進を図ったことにより、利用者数は前年度同様であったが、コロナウイルス感染拡大防止の
ため２月27日から臨時休館したことにより年間利用者は減少した。
（参考：平成31年３月と同数の利用者だった場合の年間利用者数の割合　134.75％）

◎

46,431人 45,963人

年間利用者数
の割合

134.52% 121.40%

年間利用者数 46,516人 40,859人

142.97% 150.00%

ｂ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　人口に対する図書館の年間利用者数の増加

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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（３）歴史・文化芸術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●アートビレッジ構想に基づく、様々なレベルに合わせた人材育成事業の展開

・絵画部門においては、就学前児童に対する「ペイントキッズ事業」から、本格的に画家を目指す「野田・永山塾」など事
業を実施。音楽部門においては、室内楽マスタークラスを開催するなどして、様々なレベル向けの事業を実施

主な
取組
内容

R1 様々なﾚﾍﾞﾙに合わせたｱｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ事業（美術・音楽）を開催し、人材の育成を実施

R2

R3

主な
取組
内容

R1 市立学校の全児童生徒（引率含む2,567名）に対して、舞台鑑賞機会を提供

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●子どもたちが文化芸術に触れる機会の充実

・市内すべての市立学校の児童生徒に対し、巡回小劇場事業を通して舞台鑑賞機会の提供を図る

１　推進方策および今年度の取組内容

●市民のニーズに応じた芸術鑑賞機会の充実

・市民に対して芸術性の高い舞台鑑賞機会を安価で提供することを目的とした西いぶり定住自立圏文化事業等、および
だて歴史文化ミュージアムを活用した美術展覧会を実施

主な
取組
内容

R1 劇団四季ﾐｭｰｼﾞｶﾙ「ｴﾋﾞｰﾀ」を伊達市で開催、ﾐｭｰｼﾞｱﾑで４つの美術展覧会を開催

R2

R3

第３章 歴史・文化芸術 第１節 特色ある地域文化の推進

施策１ 文化芸術活動の振興 担当課係 生涯学習課社会教育係
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9 4 3 芸術文化振興事業、アートビレッジ事業 22,012

9 4 3 芸術文化振興事業補助金

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
4,810

9 4 6 特別展等開催事業（社会教育係分） 24,372

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

巡回小劇場、西いぶり定住自立圏文化事業等における舞台鑑賞事業は座席数の上限があることから、鑑賞人数増に限
界がある。展示部門における鑑賞者数を増やすことが目標達成の鍵となるため、集客が見込める展示内容を検討する必
要がある。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ
令和元年度は、だて歴史文化ミュージアムがオープンしたことに伴い、市主催の美術展覧会を４つ開催
したことにより鑑賞人数の増（11,844名）となった。

◎

7,470人 7,661人

人口割合 21.11% 50.94%

鑑賞人数 7,301人 17,145人

23.00% 25.00%

ａ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎　推計人口に対する市が主催・共催する文化芸術公演鑑賞者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第３章 歴史・文化芸術 第２節 歴史文化を活かしたまちづくりの推進

施策１ 歴史文化資源の活用 担当課係 だて歴史文化ミュージアム学芸係

R5

R4

R5

●博学連携の取組

・市内小・中学校等と密接に連携を取りながら、博物館の特質を生かした学習の場に活用する。

１　推進方策および今年度の取組内容

●だて歴史文化ミュージアムの活用

・だて歴史文化ミュージアムにおいて、歴史文化資源を活用した特別展等を開催することにより、市民や観光客がその価
値を理解することで、さらなる文化資源の保護に繋げていく。

主な
取組
内容

R1 特別展、企画展、１階スタジオでのパネル展、市民コレクション展示、各種イベント企画など

R2

R3

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 市内小・中学校等の学習の場としての受け入れ

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎だて歴史文化ミュージアム有料入館者数及び満足度

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

20,000人 20,000人 ｂ
本館の有料
入館者数

アンケート
満足度

－ 71.9%

有料入館者数 － 17,282人

70.0% 90.0% ａ

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

「アマチュア目線」と「集い合える」をキーワードとして、Mission「使命」、Vision「構想」、Innovation「改革」を念頭に具体的
な経営戦略の策定し、それを実行することで、魅力ある博物館とする。かつ博物館の役割である資料の収集と調査研
究、保存整理、教育普及を充実させること。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ 有料入館者数及びアンケート調査の満足度の結果からは、概ね順調と判断する。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
4,672

9 4 6 北海道博物館協会負担金 15

9 4 6 だて歴史文化ミュージアム運営管理費 37,787

9 4 6 だて歴史文化ミュージアム特別展等開催経費
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 文化財収蔵施設内の温湿度等のモニタリングの実施

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●展示保管施設のモニタリングによる管理

・埋蔵文化財を保管する噴火湾文化研究所収蔵庫では、担当職員が日常的に空調設備による温湿度設定のモニタリン
グを実施する。国指定重要文化財等を所蔵する歴史文化ミュージアムにおいては、担当職員の日常モニタリングに加え、
データロガーによる温湿度及び有害ガス濃度のモニタリングを実施し、適切な維持管理を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●指定文化財の保護対策と指定化の推進

・指定文化財について、市文化財保護条例に基づく必要な指示又は条件を付すなど適切な対応がとられるよう努めるとと
もに、市にとって特に文化的価値が高く、適切な保護及び維持管理を行うことが必要と認められる物件については、市文
化財審議会に諮問し、市の文化財に指定する。

主な
取組
内容

R1 指定記念物（イチョウ・シナサワグルミ）の剪定等による維持管理の実施

R2

R3

第３章 歴史・文化芸術 第２節 歴史文化を活かしたまちづくりの推進

施策２ 文化財の保護と適切な展示保管環境の維持 担当課係 生涯学習課文化財係
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9 4 4 指定文化財維持管理費 1,084

9 4 4 埋蔵文化財収蔵庫維持管理費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
366

9 4 6 だて歴史文化ミュージアム運営管理費（再掲） 37,787

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

自然災害等による指定記念物の破損等は予測が困難であることから、日常的な点検や計画的な維持管理を継続して実
施することとする。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
新規の文化財指定はなかったが、既指定記念物の剪定等による維持管理及び展示保管施設のモニタ
リングにより、指定文化財に棄損なく適切な維持管理を実施できた。

◎

1件 3件 ｂ指定件数 － 0件

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎国・北海道・市による指定文化財の新規の指定件数

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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第４章 スポーツ 第１節 豊かな心身を育むスポーツの振興

施策１ スポーツ活動の促進 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係

R5

R4

R5

●スポーツ団体の育成と活動支援

・伊達市体育協会を通じ各種競技団体の活動を支援し、競技の普及促進を図るほか、スポーツ少年団から中学高校の
部活、大人のスポーツサークルの全道、全国大会参加への経済的支援（補助金）を行う。また、引き続き学校施設開放
事業を実施し、団体活動の場の提供を通して、強化、育成、健康づくりの支援を行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●スポーツに親しむための場の提供と情報発信

・年齢や経験に関わらず、健康と生きがいづくりのため誰もが気軽にスポーツに取り組むことができるよう、スポーツ施設
の指定管理者と連携して、各種目の初心者教室等を開催する。また、ファミリーバドミントン大会の開催、フロアーカーリン
グなどのニュースポーツの普及にも取り組んでいく。

主な
取組
内容

R1 初心者教室（卓、バド）150回1,768人、講習会（卓、陸上、ストレッチ）３回129人、ふまねっと21回404人等

R2

R3

R4

R5

●スポーツ指導者の養成と確保

・青少年期にスポーツに取り組むに当たっては、各々の心身の発達に合わせた取り組みと、技能向上のみならず集団生
活などを通じた社会性を身に付けることが重要であり、そのためには適切な指導を行えるスポーツ指導者が必要となる。
伊達市スポーツ少年団本部への支援を通じて指導者の養成と資質の向上に取り組む。

●各種スポーツ大会の開催支援

・スポーツ施設等の指定管理者と連携して父ちゃん野球大会、レディースバレーボール大会などの大会を開催し、地域
間、世代間交流を図り楽しみながらスポーツに取り組める場を提供する。

主な
取組
内容

R1 父ちゃん野球216人、ﾊﾟｰｸ5回344人、ﾄﾘﾑﾊﾞﾚｰ82人、Ｆﾊﾞﾄﾞ・ﾚﾃﾞｨｰｽﾊﾞﾚｰ等はｺﾛﾅで中止

R2

R3

主な
取組
内容

R1 スポーツ少年団24団体、３大会への助成。学校開放11校60団体、延べ2,148回37,617人利用

R2

R3

R4

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1 リーダー養成５事業89人、指導者育成（研修会）２回102人

R2

R3

R4

R5

R4

R5
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Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎推計人口に対する総合体育館における各種スポーツ教室への参加者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

138.00% 140.00%

参加者数 47,063人 50,918人

参加割合 136.10% 150.58%

44,818人 42,899人

ａ

◎

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

・温水プールやトレーニング室等の施設の有効活用へ向け、幅広い年齢層を対象とした各事業の継続実施。
・健康意識の高揚を図り、ニュースポーツの普及や各種スポーツ・レクリエーションを楽しめる機会と活動環境の整備・充
実を引き続き図る。
・各種目に対応した指導力の向上と指導者の育成を行う。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ａ

　年齢や体力、健康志向等に応じた各種スポーツ機会の提供と、青少年や地域のスポーツ活動の普及
促進を図ることができた。各種大会の実施は、関係団体との協力が不可欠であり、その連携のもとで事
業が展開された。また、各種スポーツ団体においては、講習会への派遣や研修会を実施し、指導者等
の育成、資質の向上に資することができた。

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
2,532

9 5 3 スポーツ施設運営管理委託料 130,569

学校施設開放事
業委託料（シル
バー鍵管理）

2,145千円

9 5 1 スポーツ少年団活動補助金 1,053

9 5 2 学校施設開放事業経費
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R4

R5

主な
取組
内容

R1

R2

R3

主な
取組
内容

R1

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●指定管理者制度の推進とサービスの向上

・直営で管理している、まなびの里サッカー場の指定管理者制度への移行に向けて検討を行う。
　また、総合体育館をはじめとした指定管理者が運営管理する施設においては、スポーツ用品や飲食物の販売などをは
じめとして利用者へのサービス向上を図る。

主な
取組
内容

R1 ｻｯｶｰ場の指定管理は有珠振興会と協議中。総体にて、肉まん・あんまん、ｶｯﾌﾟｺｰﾋｰの試験販売

R2

R3

主な
取組
内容

R1 総体（ｵｲﾙｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ748千円）、関内（ﾌﾞﾛｱｰ等2,003千円）等。計画は準備中

R2

R3

R4

R5

R4

R5

●施設及び備品の修繕・更新計画の策定

・老朽化が進む施設はもちろんのこと、供用開始から日が浅い施設についても、近い将来に相当の修繕や更新を行わな
ければならない施設の箇所、備品等の修繕・更新計画の作成に向けた準備を指定管理者と連携して行う。

１　推進方策および今年度の取組内容

●各施設の状況に応じた管理及び運営内容の充実

・各施設の主な設置目的に沿った供用はもちろんのこと、空き時間帯にスポーツ以外の団体や用途に供するなど、各施
設の内容を考慮しながら有効活用を推進する。

主な
取組
内容

R1 館山野球場での幼稚園の運動会やイベント、武道館ではダンス、ストレッチ、太極拳が行われた

R2

R3

第４章 スポーツ 第１節 豊かな心身を育むスポーツの振興

施策２ スポーツ施設の整備・充実 担当課係 生涯学習課青少年・スポーツ係
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まなびの里サッ
カー場維持管理

費（委託料）
2,433千円

9 5 3 まなびの里パークゴルフ場維持管理費 7,456

9 5 3 まなびの里サッカー場維持管理費

予
算
書
上
の

細
目
名
等

款 項 目 事業（細目）名 決算額（千円）

摘要
5,846

9 5 3 ｽﾎﾟｰﾂ施設運営管理委託料 130,569

取組を進める上での課題と対応方針

　■取組評価指標　ａ：順調　　ｂ：概ね順調　　ｃ：やや遅れている　　ｄ：遅れている

・既存施設の計画的な改修及び備品等の更新計画作成に向けた検討が必要。
・温水プール＆トレーニング室、総合体育館全体の利用者数は、コロナによる休館で落ち込んだものの概ね21万人程度
で推移している。より魅力のある施設となるよう指定管理者と連携を図る。

　■達成度評価指標　A・・達成、完了　　B・・達成に向け進捗あり　　C・・着手したが遅延している　　D・・未着手

３　施策に対する達成度評価

達成度評価 評価の理由

Ｂ
　指定管理者（体協・スコーレ）の更なる連携強化が課題となっているが、積極的な自主事業への取り
組みと新たな事業展開により、施設の利用促進が図られ、市民の健康・体力づくりに資することができ
た。

◎

1109.00% 1110.00%

利用者数 382,250人
345,034

人

利用者割合 1105.40% 1020.36%

360,170
人

340,126
人

ｂ

Ｒ４
中間年度

（Ｒ５）

目標年度

（Ｒ10）
取組評価 出典等

◎推計人口に対するスポーツ施設等の延べ利用者数の割合

２　施策の目標設定における取組状況・評価

目標設定年度

（H29）
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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（５）達成度評価一覧 

 

 

 

  

章 節 主な施策 達成度評価 目標設定 取組評価 担当

国語の授業がよく分かると答えた児童の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

国語の授業がよく分かると答えた生徒の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

算数の授業がよく分かると答えた児童の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｃ

算数の授業がよく分かると答えた生徒の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等
への引継ぎに活用している学校の割合
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

個別の教育支援計画を作成し、就学先や進学先等
への引継ぎに活用している学校の割合
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

3.国際理解教育の推進 Ｂ
伊達市学力テストにおける外国語の伊達市全体の
平均点が全国平均を上回る

ｂ 指導室

情報通信技術を活用した学習指導を実施した学校
の割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

情報通信技術を活用した学習指導を実施した学校
の割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｃ

「将来の夢や目標を持っている」と回答した生徒の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

総合的な学習の時間における環境教育実施校の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

総合的な学習の時間における環境教育実施校の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

防犯教室及び避難（防災）訓練実施校の割合（小
学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

防犯教室及び避難（防災）訓練実施校の割合（中
学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「自分にはよいところがある」と答えた児童生徒の割
合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

「自分にはよいところがある」と答えた児童生徒の割
合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

「学校のきまりを守っている」と答えた児童生徒の割
合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｃ

「学校のきまりを守っている」と答えた児童生徒の割
合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

伊達市内の不登校率が全国平均を下回る（小学校
及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

伊達市内の不登校率が全国平均を下回る（中学校
及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

「いじめはいけないことだと思いますか」の問いに、
「あてはまる」と回答した児童生徒の割合（小学校及
び義務教育学校の前期課程）

ｂ

「いじめはいけないことだと思いますか」の問いに、
「あてはまる」と回答した児童生徒の割合（中学校及
び義務教育学校の後期課程）

ｂ

指導室

指導室

指導室

指導室

Ｂ1.道徳教育の充実

2.生徒指導・教育相談の充実 Ｂ

「第２次伊達市教育教育振興基本計画」　に基づく管理及び執行状況の評価

1.学校教育

第1節　社会を生き抜く力を育む教育の推進

第2節　豊かな心を育む教育の推進

指導室

指導室

指導室

指導室

1.確かな学力の育成 Ｂ

2.特別支援教育の充実 Ａ

4.情報教育の充実 Ａ

5.キャリア教育の充実 Ｂ

Ａ6.環境教育の充実

7.安全・防災教育の充実 Ａ



- 75 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 節 主な施策 達成度評価 目標設定 取組評価 担当

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（小学校及び義
務教育学校の前期課程（男子））

ａ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（小学校及び義
務教育学校の前期課程（女子））

ｂ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（中学校及び義
務教育学校の後期課程（男子））

ｃ

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体力合
計点において、全国平均を上回る（中学校及び義
務教育学校の後期課程（女子））

ｃ

学校給食における地元産食材利用率が前年度を
上回る（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ｂ

学校給食における地元産食材利用率が前年度を
上回る（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ｂ

がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る
（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

がん教育の実施率が、前年度の実施率を上回る
（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

「保護者や地域の人が教育活動等に参加してくれ
る」と回答した学校の割合（小学校及び義務教育学
校の前期課程）

ａ

「保護者や地域の人が教育活動等に参加してくれ
る」と回答した学校の割合（中学校及び義務教育学
校の後期課程）

ａ

「地域や社会で起こっている問題に関心がある」と
回答した児童生徒の割合（小学校及び義務教育学
校の前期課程）

-

「地域や社会で起こっている問題に関心がある」と
回答した児童生徒の割合（中学校及び義務教育学
校の後期課程）

-

近隣の学校と教員同士の交流を行っている学校の
割合（小学校及び義務教育学校の前期課程）

ａ

近隣の学校と教員同士の交流を行っている学校の
割合（中学校及び義務教育学校の後期課程）

ａ

4.幼児教育の充実 Ｃ
小学校と義務教育学校が市内の幼稚園等の年長
児と交流学習を３回以上行った割合

ｃ 学校教育係

市内教職員の伊達市教育実践交流・研修会への
参加率

ａ

市内教職員（養護教諭、栄養教諭、事務職員）の研
修会への参加率

ａ

1.学校施設・設備の充実 Ｂ
伊達市学校施設長寿命化計画に登載した事業の
実施

ｂ 企画総務係

警察など地域の関係機関等と連携し、交通安全教
室と防犯教室を実施している割合（小学校及び義
務教育学校の前期課程）

ｃ 学校教育係

警察など地域の関係機関等と連携し、交通安全教
室と防犯教室を実施している割合（中学校及び義
務教育学校の後期課程）

ｃ 学校教育係

3.学校再編等の推進 Ｂ
計画最終年度における適正規模を下回る学校数
（関内小学校、星の丘小・中学校、大滝徳舜瞥学校
を除く）

ｂ 学校教育係

4.高等学校教育等との連携・支援 － － - 企画総務係

指導室

Ａ

5.教職員の資質・能力の向上 Ａ

指導室

指導室

指導室

学校教育係

1.地域総がかりの教育の推進 Ａ

食育センター庶
務係

指導室

2.ふるさと創生教育の推進 －

3.異校種間連携・接続の推進

第3節　健やかな体を育む教育の推進

2.食育・健康教育の推進

Ｂ

Ａ

1.体力・運動能力の向上 Ｃ

2.校外安全対策の充実 Ｃ

第4節　地域とともにある学校づくりの推進

第５節　信頼される教育環境の整備
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章 節 主な施策 達成度評価 目標設定 取組評価 担当

1.こころとふるさと意識を育む体験活動の推進 Ｂ
14歳以下人口に対する青少年を対象とした各種体
験教室への参加者数・割合

ｂ
青少年・スポーツ
係

2.交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成 Ｃ
14歳以下人口に対する市及び関係機関が実施す
るリーダー研修講習会、世代間交流事業への参加
者数・割合

ｃ
青少年・スポーツ
係

1.生涯にわたる充実した学習機会の提供 Ａ
推計人口に対する市が主催する市民講座・市民カ
レッジの受講者数・割合

ａ 社会教育係

2.高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出 Ｂ 65歳以上人口に対する長生大学学生数の割合 ａ 社会教育係

3.家庭・地域の教育力の向上 Ｂ
放課後子ども教室実施小学校・義務教育学校数
（星の丘小学校は除く）

ｂ 社会教育係

4.図書館機能の充実 Ｂ 人口に対する図書館の年間利用者数・割合の増加 ｂ 図書館業務係

1.文化芸術活動の振興 Ａ
推計人口に対する市が主催・共催する文化芸術公
演鑑賞者数・割合

ａ 社会教育係

だて歴史文化ミュージアムの有料入館者数 ｂ

だて歴史文化ミュージアムの有料入館者アンケート
調査の満足度

ａ

2.文化財の保護と適切な展示保管環境の維持 Ｂ
国・北海道・市による指定文化財の新規の指定件
数

ｂ 文化財係

1.スポーツ活動の促進 Ａ
推計人口に対する総合体育館における各種スポー
ツ教室への参加者数・割合

ａ
青少年・スポーツ
係

2.スポーツ施設の整備・充実 Ｂ
推計人口に対するスポーツ施設等の延べ利用者
数・割合

ｂ
青少年・スポーツ
係

第1節　ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進

第2節　共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進

第1節　豊かな心身を育むスポーツの振興

第1節　特色ある地域文化の推進

第2節　歴史文化を活かしたまちづくりの推進

4.スポーツ

だて歴史文化
ミュージアム学芸
係

1.歴史文化資源の活用 Ｂ

3.歴史・文化芸術

2.社会教育
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４ 外部評価 

 

 令和２年度（令和元年度対象）教育委員会事務の管理及び執行状況についての点検及び評価に

あたって、客観性を確保するため、点検評価の方法や結果などについて学識経験を有する者の意

見を聴きました。 

 

(1) 学識経験者                              （敬称略） 

氏 名 所 属 等 

吉 川 修 一 伊達市校長会会長（伊達市立伊達小学校長） 

滝 澤 敏 哉 伊達市ＰＴＡ連合会会長（伊達市立大滝徳舜瞥学校ＰＴＡ会長） 

小 林 浩 路 伊達市社会教育委員の会議長 

 

(2) 主な意見 

令和２年度（令和元年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               吉 川 修 一 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   教育委員会会議については、定例会は予定通り開催され、今日的な教育課題の対

応等、様々な教育に関する案件について、各委員の高い関心と問題意識のもと、検

討・協議されている。定例会の開催予定や傍聴の案内、会議録等については、ホー

ムページに掲載もされているが、可能であれば、今後、傍聴人数やホームページの

閲覧数を提示し、市民の関心度を数値で示していただきたい。 

   視察・学校訪問については、市内小中学校の行事や伊達市教育実践研修会等を積

極的に視察および訪問をいただき、児童生徒、教職員、地域の様子を見ていただい

ている。本市における学校教育の現状を把握するうえで大変有意義と考えるので継

続を期待する。しかし、行事以外の学校訪問は例年１校程度となっており、各学校

の日常的な活動の様子を見ていただくためには、短時間でかまわないので教育委員

の方々の２～３程度の複数校の訪問をお願いしたい。 

   その他として、保護者や地域の方々からの問い合わせやクレーム対応については、

指導室が迅速に対応し、大きな問題行動への未然防止の役割を果たしている。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

(１)学校教育 

 ①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

   確かな学力の育成については、取組評価が、小学校の算数「ｃ」、中学校の国語「ｂ」

となっていることから、達成度評価が「Ｂ」となっているが、経年推移を見ると改
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善が図られてきており、今後の変容に期待する。令和２年度については、新型コロ

ナウイルスの関係から、令和２年２月末より令和２年５月末まで、休校状態が続い

たため、様々な取組を講じてはいるが、伊達市独自の学力テスト等の分析を行い、

今一度達成度を確認し、落ち込みがある分野においては対応が必要のように思われ

る。 

  国際理解教育の推進、キャリア教育の推進についても、達成度評価が「Ｂ」とな

っているが、国際理解教育においては、小学校では英語推進教師の配置、中学校の

ＩＢＡの結果分析、ＩＢＡの結果を活用した英語検定の受検奨励など、対応が図ら

れていることから、今後の状況の変化を見守りたい。キャリア教育については、小

学校での取組評価が「ｃ」となっているため低くなっているが、令和３年に開校す

る新設高等学校の情報提供を小学校の段階から積極的に行うなど、将来の夢や目標

について考える機会を増やすなどの取組を期待したい。 

  特別支援教育の充実、情報教育の充実、環境教育の充実、安全・防災教育の充実

の項目においては、達成度評価が「Ａ」となっており、今後も継続した取組を期待

したところである。しかし、特別支援教育については、保護者の強い意向で特別支

援学級在籍ではなく、支援員配置による普通学級在籍を希望する児童生徒が多く、

小規模校であれば支援員が付き添い授業を受ける機会はある程度確保されるが、大

規模校となると支援員が担当する児童生徒も多く、付き添って行う授業数も限られ

る。支援員の配置にも限界があることから、就学時に特別支援学級在籍と支援員配

置による普通学級在籍について、対象児童生徒にとっては、どちらが本当に生きる

力を育むか丁寧に説明し、実情、実態から保護者に理解を求めていく必要があるよ

うに思われる。また、情報教育においては、令和２年度の休校時に、令和元年度に

整備した中学校のＰＣ教室のタブレットＰＣや「ｅ-ライブラリー」のソフトが大変

機能した。小学校では令和３年度より整備予定となっているが、今後もこのような

先進的な取組の対応をお願いしたい。 

安全・防災教育の充実については、令和元年度に校区や学校を中心とした地域で

の避難訓練が計画され、令和２年度に伊達西小学校区域中心に実施、令和３年度以

降も校区を変更して実施予定を立てられているが、突発的な災害が全国各地で起こ

り、近々の有珠山噴火も想定されることから、継続実施をお願いしたい。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

   道徳教育の充実、生徒指導・教育相談の充実においては、共に達成度評価は「Ｂ」

である。共に結果および評価が数値として表すことが難しい分野ではあるが、「道徳」

については、各校新学習指導要領完全実施に対応すべく、準備を完了し実践を行っ

ているところでもあり、教育委員会にも各種分野で後方および側方支援を行っても

らっている。令和３年度に、伊達小学校、伊達中学校、大滝徳舜瞥学校を会場に全

道道徳研究大会を開催することとなっており、３年計画で準備を進めていくことか
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ら、今後成果が数値として反映されていくことが期待される。 

  生徒指導・教育相談において、特に教育相談については、「働き方改革の推進」と

いう観点から、家庭訪問を取りやめ、教育相談に切り替えている学校が増えている。

よって短時間ではあるが、教育相談の回数は市内小中学校では増えている。生徒指

導においては、市内では、事件性を伴う大きな事故や事件は起こってはいないため、

数値的には低いが、ＳＮＳ関係のトラブルは各学校で増えている現状である。各校

事故の未然防止のために、メーカーを招集した携帯教室を開催してはいるが、保護

者の理解協力が必要と考える。 

  不登校児童生徒については、数値的には一時期から見ると減少傾向にある。フェ

ニックスへの通学児童生徒も数は少なくなってきてはいる。ソーシャルスクールワ

ーカーをはじめ教育委員会の関わりや学校側の努力も見られる。しかし、数は少な

くなったとはいえ、相当数いる現状は変わっておらず、市保健福祉部と連携した対

応の継続が必要と考える。 

 

 ③健やかな体を育む教育の推進 

   体力・運動能力の向上については、達成度評価「Ｃ」となっており、大きな課題

となっている。どの学年、どの項目においても、全国水準を下回ることが多く、特

に中学生女子の数値の低さが問題となっているところである。体力テストに複数回

取り組むなど、各校で工夫は行われているが、単年評価ではなく、経年評価で状況

を把握、改善していく必要がある。しかしながら、令和２年度については、コロナ

ウイルスによる休校や部活中止もあり、改善要素がなく、更に数値が低くなる傾向

が考えられる。 

 食育・健康教育の推進については、食育の部分についての達成度評価は「Ｂ」と

なっており、学校給食における地元食材の利用率向上が求められているが、相対的

には努力しているように思われる。限られた予算の中での対応であり、地元食材の

方が単価が高いもの、地元にない食材や季節的な問題もあり、難しいと思われる。

しかしながら、メニューから努力の跡は感じられる。 

健康教育については、がん教育も含め、各校積極的な実施に取り組んでいる。 

 

 ④地域とともにある学校づくりの推進 

   地域総がかりの教育の推進、異校種間連携・接続の推進、教職員の資質・能力の

向上について達成度評価は「Ａ」となっており、今後も継続的な取組をお願いした

い。 

地域総がかりの教育の推進では、市内各校をコミュニティースクールとし、活動

を推進していること、異校種間連携・接続の推進では、管内小中高一貫教育の教頭

会の研究大会が本市で開催されたこと、定期的に小学校と中学校、小学校と高校、

中学校と高校の授業交流が行われていることが、高い評価となっている。また、そ
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れに伴い、教職員も研究熱心で、研究会等への参加率が高くなっているように思わ

れる。いずれにしても今後とも継続を願いたい。 

 幼児教育の充実については、異校種間交流の観点からは、幼稚園や保育園とは家

庭科実習や職業体験の関係ではあるが、小学校では、市内の幼稚園が私立というこ

ともあり、３回以上の日常的な交流となると、なかなか連携が難しい状況にある。

出来ることから取り組み、徐々に回数を増やしていく対応を願いたい。 

 

 ⑤信頼される教育環境の整備 

   学校施設・整備の充実、学校再編等の推進については、両項目とも達成度評価は

「Ｂ」となっているが、昨年度末の黄金小学校閉校から始まり、稀府小学校、有珠

小学校、長和小学校の閉校、大規模校への統合計画が進み始めていく予定であるこ

とから、現時点では達成できていないが、ここ何年かのうちに到達度評価が「Ａ」

となることが見込まれるので、計画の推進を願いたい。 

   学校安全対策の充実については、達成度評価が「Ｃ」となっているが、どの学校

も警察をはじめ、地域の関係団体と連携した取組には、積極的に取り組もうとはし

ている。しかし、関係団体から依頼される学習内容の中身や講師の説明等が、児童

生徒の学習レベルにそぐわないものもあり、取りやめたり中止になったりしている

ものもある。令和２年度においては、コロナウイルスによる休校によって、時数確

保を求められていることから、実施率および開催率については、低くなることが想

定される。 

 

(２)社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

達成度評価が、こころとふるさと意識を育む体験活動の推進については「Ｂ」、交

流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成については「Ｃ」となっている。

街頭指導や巡回指導等については、活動の様子もわかり、効果的な対応となってい

る。しかし、体験活動等については、市内の児童生徒数に対して、延べ参加者が 226

人というのは少なすぎる。広報活動や事業内容の見直しを事業参加者だけではなく、

参加していない児童生徒に対しても実施し、参加者を増やす対応を図ってほしい。

また、中高生を対象としたリーダー養成等の事業についても、機会が少なく周知に

ついてもあまりされていないように感じる。市内の小学校の児童会や中学校、高校

の生徒会の交流や他市町との児童会、生徒会の交流等をはじめ、スポーツ少年団や

シニアクラブ以外の活動の工夫を求めたい。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

   生涯にわたる充実した学習機会の提供については、達成度評価が「Ａ」となって

いるが、伊達市の市民講座および市民カレッジについては、他市町と比較しても講
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座のレベルは高く、内容は充実しているように感じる。受講者数や人口比受講者の

割合も高いのも、その影響だと考える。しかし、このレベルの高い内容からすると、

目標を達成しているとはいえ、人口比に対する受講者が 1.4％（481 人）は少なく思

われることから、広報および周知活動を工夫し、もっと多くの受講者の確保を目指

してほしい。道民カレッジとも連携し、他市町村の希望する受講者にも学習の場を

提供してほしい。反対に伊達市民にも他市町村で学ぶ機会の場を提供してほしい。 

   高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出、家庭・地域の教育力の向上、図書館機

能の充実については、達成度評価が「Ｂ」となっているが、高齢者が健やかで豊か

に学ぶ機会の創出について、長生大学の学生が減少傾向にあり、運営および内容に

ついて従来の方法を見直す機会に来ているのではないだろうか。高齢者も多様化し、

就労している高齢者がいたり、組織に属し、縛りがある中での活動を好まない方も

いたりすることから、検討、工夫の必要があるように思われ、長生大学以外の高齢

者の活動、活躍の場が必要になってきていると考える。 

   家庭・地域の教育力向上については、市保健福祉部や子育て支援課と連携しなが

ら、目に見える様々な講座および活動を実施してもらいたい。小中学校の保護者は、

働き世代であるため、様々な取組に参加してもらうことは難しいとは思うが、親の

学ぶ場、学ぶ機会の提供は必要のように思われる。放課後子ども教室の活動、取組

でこの項目を評価するのは、非常に難しいように思われる。 

   図書館機能の充実については、伊達市図書館は、他市町の図書館と比較しても機

能は充実しているように思われる。コロナウイルスの影響がなければ、年間利用者

数も目標数を達成していたように思う。「本の森」や「ＰＯＰコンテスト」など、新

しい取り組みも見られ、今後とも活動の充実に努めてほしい。 

 

(３)歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の振興については、達成度評価が「Ａ」となっているが、推計人口

の規模からすると、カルチャーセンターを拠点とした文化芸術公演鑑賞の機会が多

く、市民も優れた芸術文化を鑑賞しようとする習慣が定着してきている。 

 

②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 

   歴史文化資源の活用、文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、達

成度評価が共に「Ｂ」となっているが、だて歴史文化ミュージアムがオープンし、

伊達市の歴史、文化、自然を北黄金貝塚公園および情報センターと共に、市民だけ

ではなく、市民以外の方にも紹介する役割を果たしている。来場者数については、

コロナウイルス感染症による休館対応などにより伸びてはいないが、積極的なＰＲ

活動の工夫により、利用者増につながることを期待する。また、北黄金貝塚を含む

「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文化遺産に推薦されることが決定したこと
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を受け、今後より一層、縄文遺跡を含めた地域の文化資源の保護と周知に努め、世

界文化遺産登録を目指してほしい。 

 

(４)スポーツ 

 ①豊かな心身を育むスポーツの振興 

   スポーツ活動の促進について、各種協会毎あるいは団体毎に開催するスポーツ活

動は、盛況なのかもしれないが、市の体育協会や連盟、スポーツ組織は、市内の児

童生徒の体力テスト結果、状況を知らされているだろうか。体力の低下に対する取

組は、学校が担う分もあるが、すべてが学校ではないように考える。児童生徒の体

力低下については、市のスポーツ振興として、協会および連盟スポーツ団体、教育

委員会、学校と連携した取組が必要のように思われる。 

  各種少年団の取組について、少子化の影響もあり団員不足で通常の活動出来ない

状態になったことから、小学校低学年から入団させ、活動させている実態があるよ

うに聞く。熱心な指導者が組織した少年団もあるように思うが、個人の思いこだわ

りだけで、低学年から入団させ、活動を維持して行くには限界が見えていくことか

ら、少年団等の大枠について、組み替えていく必要があるように感じる。 

  また、最近の保護者は、ほぼ毎週土日も使い、平日も何日も練習に使うことを嫌

がり、そこまでスポーツをしなくてもと、子供を少年団に入れない、子供もしない

という方が多くなっていて、運動に取り組む機会を失っている子供が多くなってい

る。このような状況に対応すべく、少年団などに加入していない、運動機会の少な

い児童生徒に対する対応を今後検討してもらいたい。 

   スポーツ施設の整備・充実については、総合体育館およびプール等の施設が出来

たことにより、様々な施設が充実し、各種大会の誘致をはじめ、スポーツ活動が盛

んになったようには感じる。しかしながら、野球場については、劣化が激しく、再

整備を検討願いたい。 

また、市内の中学校は、運動部の活動が盛んで、各種目で優秀な成績を収めてい

るが、残念ながら市内の高校では成果を出せていない。新設高等学校が開校するに

当たり、充実した施設の優先活用をさせるなどして、高校のスポーツ部が活躍して、

市内が盛り上がるような施策の実行をお願いしたい。 
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令和２年度（令和元年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               滝 澤 敏 哉 

 

１ 教育委員会の活動状況 

   教育委員会会議については、定例会において各委員とも高い関心と問題意識のも

と、伊達市の教育に関する様々な案件に関して検討・協議されていると考える。 

また、市内の小中学校を訪問して意見交換等を行い、子どもの学びの様子や学校

課題等を知る機会を得ること、各学校の課題把握に努めたことは継続してほしい。

加えて、様々な教育委員会の活動についての情報公開は、市民の理解を得る上でと

ても重要なことと考える。今後もより一層、学校との連携を密にし、各学校の要望

や課題等を適切に把握して、教育活動の効果的な推進に尽力されることを期待する。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

(１)学校教育 

 ①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

  学力向上に向けた取組として「伊達市学力テスト」の実施は、大変有効であり、

結果分析をもとに学力・学習改善プランを作成し、目標値を定めることで児童生徒

の学力向上や教職員の資質向上にも役立つと考えられることから、各学校とも学習

指導の工夫・改善を図っていただきたい。 

 特別支援教育については、一人ひとりの教育的ニーズに対応するためにも「個別

の支援計画」や「個別の指導計画」を作成し、取り組み引き継ぐことは、とても重

要であり、効果的な活用を今後も継続していただきたい。 

国際理解教育の推進については、ＡＬＴにより外国語活動の充実が図られている

が、小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科導入初年ということもあり、今

後の定着を図ることを期待したい。特に、大滝区で実施された「イングリッシュ・

キャンプ」の開催を通して、異なる文化をもつ人々との交流等を体験し、文化等に

対する理解を深める目標に迫る事業の拡大・発展充実を期待したい。また、学習指

導要領の改訂に伴い、積極的に外国人との交流や教職員の英語力の向上に向けた研

修会や交流活動などが必須になると思われる。 

情報教育の充実については、児童生徒がコンピュータや情報通信ネットワーク等

の情報手段に慣れ親しみ、情報手段を適切に活用できるようにするための学習の充

実を図っていただきたい。また、プログラミング教育の充実並びにＧＩＧＡスクー

ル構想に基づく整備に努めるとともに、今後も学校だけでなく情報モラル等につい

ても家庭への理解を得られるよう環境を整備してもらいたい。 

 キャリア教育の推進については、児童生徒の発達段階に応じて将来の夢や目標を

持つために、職場見学や職業体験学習など地域人材や施設を活用して学習している。
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今後は、キャリア教育全体計画に沿った、発達段階に応じて児童生徒個々のキャリ

ア発達を促す取組を継続し、小中学校が連携した活動なども視野に入れながら取り

組むことも必要と考える。 

環境教育の充実については、教育活動全体を通じて各学校が取り組んでおり、伊

達市の自然や施設・人材を生かした教育を今後も推進してもらいたい。 

安全・防災教育の充実については、自然災害等身近な課題であり、防災訓練等を

通して意識を高めることが大切と思われる。また、学校・家庭・地域の三者が一体

となった取組の検討も重要と考える。 

 

 ②豊かな心を育む教育の推進 

道徳教育の充実について、各学校で授業改善に向けた校内研修を行っていること

は良い実践であると考える。今後も、自己有用感を高め道徳性を養うことができる

計画的な研修を各学校で推進してもらいたい。 

生徒指導・教育相談の充実については、引き続き、教育相談や生徒指導全体計画

の見直しを含めた校内体制の充実、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に向け

た校内研修等の継続を期待したい。また、教育相談においても早期発見をする上で

は大切な取組であるので積極的に行ってほしい。 

 

 ③健やかな体を育む教育の推進 

「体力向上プラン」に基づいた取組の工夫・改善については、各学校で伊達市体

力テストを実施し、児童生徒の体力・運動能力の検証を図ることにより、個々の体

力・運動能力の向上を目的とした「体力向上プラン」を策定し、学習指導の工夫・

改善を図ってもらいたい。それを基に体力向上を図ることはとても良いことであり、

日常的に運動する習慣を身につけるように取り組んでもらいたい。 

 食育・健康教育の推進については、栄養教諭による栄養指導や食育の大切さに関

する啓発活動等、健康に関する教育を推進してきたことがわかる。食育センターも

稼働し、地場産の食材を使用しながら、なお一層児童生徒の健康のために給食を充

実されることを期待する。 

 

 ④地域とともにある学校づくりの推進 

地域総がかりの教育の推進については、保護者や地域の人が学校における様々な

活動に参加していただくなど広がっており、学校運営協議会が学校運営に参画し、

より充実した地域総がかりの教育を推進されるようお願いしたい。 

また、異校種間連携・接続の推進について、児童・生徒交流の推進や、異校種間

の教育課程の接続や指導方法に係わる情報交換や教育活動上での連携の実施を継続

するとともに、小学校から高等学校までの系統立てた「だて学」については、伊達

の子どもたちの人材育成に大変重要と考えるので、学習方法、内容の充実を図り、
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継続していただきたい。 

 

⑤信頼される教育環境の整備 

望ましい教育環境を整備するために老朽化している施設・設備の改修工事や補修

を進めることは大変重要なことである。学校施設の老朽化・機能低下が進行してい

ることから、今後を見据えた計画的な改修、修繕を行っていただきたい。 

校外安全対策の充実については、策定時と変わらない割合となっているため、警

察など地域の関係機関・団体等と連携し推進してほしい。 

 学校再編等の推進では、統合予定校における児童の不安や負担解消を図るととも

に、保護者や地域の意見交換や協議を行い、理解が得られるよう慎重に進めていた

だきたい。 

   また、高等学校教育等との連携・支援についても、令和３年度の再編新設校の開

校を見据え、子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校を構築するため、連携・

支援を行っていただきたい。 

 

(２)社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

こころとふるさと意識を育む体験活動の推進については、各種事業等で子どもや

異世代とふれあう企画が多く良いことだと思う。また、青少年教育事業においても

226 名の参加者で関心が高く、今後とも様々なアイディアを出し、楽しい企画を展開

してもらいたい。 

青少年団体活動の推進では、各種リーダー養成講習会への派遣は今後の活動を推

進する上で大切なことであり、今後も積極的に派遣を行い地域に還元できるように

育成してほしい。 

 

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

生涯にわたる充実した学習機会の提供については、市民の多様な学習ニーズに対

しての宅配講座や市民講座など充実していると思われる。実績は 481 名の参加と高

く、今後もより魅力的な講座の開設や人材発掘など企画してもらいたい。 

   高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、長生大学での講義や実技講

座の実施など、生きがいをもって参加している高齢者の方も多いと思う。また、学

生ボランティア活動の積極的推進は、今後も続けていただきたい。 

   家庭・地域の教育力の向上においては、地域住民と連携を期待する事業について、

周知・連携方法の検討が必要と考える。 

   図書館機能の充実については、図書館運営協力会の実施でより利用しやすい機能

になることは良いことである。また、ボランティア団体による読み聞かせ、イベン

トなどの開催等、本が好きになる環境がつくられること、そして、春と秋の読書週
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間期間中に、主に未就学児が気軽に本に親しむための機会づくり「本の森」を実施

したことや、小学生から高校生までを対象とし学校と連携した「みんなのオススメ

本ＰＯＰコンテスト」を新しく実施したこと等は、読書普及の促進を図るため今後

とも継続してもらいたい。 

 

(３)歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の充実については、芸術公演鑑賞者数が 17,145 名ということで、大

きな成果があったとものと考える。また、小中学生を対象とした巡回小劇場は本物

の芸術に触れる機会として今後も大切にしていただきたい。加えて、市民向けの定

期的な芸術鑑賞会（舞台・音楽など）は、財政的な負担はあるが、市民が楽しみに

しているものであり可能な限り継続してほしい。 

 

②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 

歴史文化資源の活用として、だて歴史文化ミュージアムを活用し、市民や観光客

に価値を理解してもらうなど文化資源の保護に繋げるとともに、世界遺産の登録に

向けた取組についても引き続きお願いする。    

   文化財の展示保管環境の整備については、日常的な点検や計画的な維持管理の継

続実施が必要と考える。 

  

(４)スポーツ 

 ①豊かな心身を育むスポーツの振興 

スポーツ活動の促進については、市民がスポーツに親しむ機会を提供することは

健康づくりや生きがいをもたらすことから、伊達市体育協会などの関係団体と引き

続き連携した事業展開を行うとともに、各種スポーツ団体における指導者育成に関

しても、研修会などに積極的に取り組み、指導技術を高めていただきたい。 

スポーツ施設の整備、充実については、体育館・プール・パークゴルフ場・野球

場と利用者も多い。利用促進の意味でも指定管理者との更なる連携強化など、より

一層の取組をお願いしたい。 
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令和２年度（令和元年度対象）教育委員会点検・評価報告に関する意見 

 

                               小 林 浩 路 

 

１ 教育委員会の活動状況 

  教育委員会会議については、定例会において、各委員の高い関心と問題意識のもと、

教育に関する様々な案件について検討し、議決されている。 

  定例会の開催予定や傍聴の案内、会議録等については、ホームページに掲載するな

どして透明性を示し、また、パブリックコメントを実施し、広く市民の意見を求めて

いる。今後、学校訪問や社会教育施設の視察機会を増やして、各学校の要望や課題を

把握するとともに、市民の教育的ニーズや今日的な教育課題解決に向けた活発な議論

を期待する。 

 

２ 「第２次伊達市教育振興基本計画」に基づく管理及び執行状況の評価 

（１）学校教育 

①社会を生き抜く力を育む教育の推進 

  確かな学力の育成については、小学校及び義務教育学校前期課程の算数で全国平

均を下回っているが、全体的に上向いているので、今後も、伊達市学力テスト等で

児童生徒の学力や学習状況を把握するとともに、「学力・学習改善プラン」を作成し、

継続した指導方法の工夫改善に期待する。 

   特別支援教育の充実については、すべての学校において、通級指導教室及び特別

支援学級に在籍する児童生徒の個別の教育支援計画や個別の指導計画が作成され、

支援体制や支援活動が充実しており、今後とも教育的ニーズに応じた適切な指導や

必要な支援活動が期待される。 

国際理解教育の推進については、伊達市学力テストにおける外国語の平均点が全

国平均程度であり、小学校中学年の外国語活動、高学年の外国語科の導入初年とい

うこともあるが、これまで同様、児童生徒の興味・関心を高める外国語指導方法の

充実とともに、ＡＬＴの活用が重要な役割を担っていると考える。 

   情報教育の充実については、情報化の進展に伴い、児童生徒に対する情報活用能

力の育成や情報モラルの指導、情報機器活用のマナーなどネットトラブルの未然防

止に向けた指導の継続が重要と考える。 

   キャリア教育の充実については、将来の社会的・職業的自立のため、児童生徒の

発達段階に応じたキャリア教育全体計画に基づいた実践化と、地域との結びつきが

重要と考える。 

   環境教育の充実については、各教科、特別活動、総合的な学習の時間等、教育活

動全体を通して環境教育に関する学習を継続していくことが期待される。 

   安全・防災教育の充実については、すべての学校で防犯教室及び避難（防災）訓
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練が実施されており、今後も、関係機関や地域とも連携した安全・防災教育の継続

が大切と考える。 

 

②豊かな心を育む教育の推進 

  道徳教育の充実については、「考え、議論する」道徳科の授業改善と指導に生きる

評価のあり方に係る校内研修の継続実施が期待される。 

   生徒指導・教育相談の充実については、いじめ、不登校、問題行動等、学校全体

で取り組む生徒指導体制が重要であり、教員だけでは解決できないことも多くなっ

ている。様々な児童生徒や保護者の相談に対し、教員のほかに、スクールカウンセ

ラーやスクールソーシャルワーカーを配置して、児童生徒の置かれている状況の把

握や、保護者が抱えている悩みに即した対応が必要と考える。 

 

 ③健やかな体を育む教育の推進 

   体力・運動能力の向上については、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の体

力合計点で全国平均を下回っている部分があることから、今後も、伊達市体力テス

トを実施し、すべての学校において児童生徒の実態に応じた「体力向上プラン」を

作成し、個々の体力・運動能力の向上を目的とした指導の継続が期待される。 

   食育・健康教育の推進については、安心安全な給食の提供と地場産物を活用して

地域の食文化等が実感できるような学校給食の提供に努めてほしい。また、栄養教

諭を活用して、「食と健康」の正しい知識や情報提供を行うなど、食育指導の継続が

期待される。 

がん教育や薬物乱用防止教室・性に関する指導の実施については、各学校の教育

計画に基づいて、保健体育、学級活動、外部講師を招聘した講座が実施されており、

今後も、すべての学校で、継続して実施されることが期待される。 

 

 ④地域とともにある学校づくりの推進 

   地域総がかりの教育の推進については、コミュニティ・スクールを基盤とした学

校運営に地域の住民や関係者が参画し、地域とともにある学校づくりが進められて

いる。 

   ふるさと創生教育の推進については、取組評価が未実施だが、今後、小学校から

中学校、市内高等学校も含め、発達段階に応じた学習内容を体系化した学習プログ

ラムの作成とふるさと創生教育「だて学」の実施が期待される。 

   異校種間連携・接続の推進については、小学校体験入学や幼稚園・保育所交流な

ど、未就学児と児童との交流活動、中学校区を基本とした児童・生徒の交流、市内

高等学校と小中学校との教育課程の接続を図るなど、児童・生徒に関する引継ぎ、

指導方法に関する引継ぎ、指導方法に関わる研修会の推進などを計画的に実施され

ており、今後とも効果的な引継ぎの実施が期待される。 
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   幼児教育の充実については、就学前の幼児が円滑に小学校及び義務教育学校前期

課程の生活がスムーズに適応していけるよう、交流学習や関連的な指導、弾力的な

時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成が実施されている。今後とも、交

流活動の実施回数が増加していくことが期待される。 

   教職員の資質・能力の向上については、教職員の各種研修会への参加や伊達市教

育実践交流・研修会の研究指定校による公開研究会で各校の実践交流が深まり、教

職員の資質向上に結びつくなど、子どもたちへの指導に還元できるものであり、積

極的な参加が期待される。 

  

⑤信頼される教育環境の整備 

 学校施設・設備の充実については、学校施設の老朽化とともに施設機能の低下が進

行していることから、今後を見据え、伊達市学校施設長寿命化計画を見直しながら、

学校施設が整備されるよう期待する。 

  校外安全対策の充実については、警察など関係機関と連携した交通安全教室や防犯

教室を実施し、児童生徒の交通安全意識や防犯意識の向上を図っている。今後、交通

安全教室や防犯教室を隔年で実施している小学校や、交通安全教室を実施していない

中学校も毎年実施することが必要と考える。 

 学校再編等の推進については、児童生徒が望ましい学校規模の中で学び、資質や能

力を伸ばしていけるよう伊達市立学校適正規模配置（案）に基づき、保護者や地域へ

の十分な説明と調整を行っていくことが大切と考える。 

 高等学校教育等との連携・支援については、公立高等学校配置計画において、伊達

高等学校及び伊達緑丘高等学校の募集が停止され、令和３年度に開校される再編新設

校が、子どもたちや地域にとって魅力ある高等学校として構築されるよう支援してい

ただきたい。また、キャリア教育と関連して、ふるさと創生教育「だて学」が、小中

高等学校の各発達段階に応じた指導計画が作成され、その指導計画に基づいた一貫性

のある指導を期待する。 

 

（２）社会教育 

 ①ふるさと意識を育て地域づくりに参画する青少年教育の推進 

   こころとふるさと意識を育む体験活動の推進については、青少年を対象とした各

種体験学習や研修が実施されており、子ども同士や親子、異世代等とのふれあう貴

重な機会となり、青少年の健やかな成長と社会性を養う上で積極的な参加の奨励が

必要と考える。 

   交流活動を通じた地域づくりに参画する人材の育成については、姉妹都市、歴史

友好都市との研修交流事業への派遣によって、今後の青少年団体のリーダーシップ

の発揮や団体活動の活性化が期待される。少子化に伴う青少年団体の減少が懸念さ

れる中、伊達市の次代を担うリーダー養成研修や、伊達市成人式では、青年団体の
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協力を得て、新成人実行委員会を組織し、自ら企画運営するなど、これからの地域

づくりに必要な人材の育成事業として期待する。 

  

 ②共に支えあう地域づくりを目指す社会教育の推進 

   生涯にわたる充実した学習機会の提供については、アンケート等を実施し、市民

の教育的ニーズを反映した多種多様な講座を開設し、多くの市民が受講している。

また、カルチャーセンター指定管理者等と連携し、人気のある講座を連続して実施

するなど、民間ならではの柔軟な事業が実施されている。市民総合文化祭や市民サ

ークルまつりなどの事業では、広報誌、市ホームページ、ポスターなどによる広報

活動の強化を図ることによって、生涯学習の活性化につながっていくものと考える。     

高齢者が健やかで豊かに学ぶ機会の創出については、長生大学自治会役員との情

報交換や学生に対するアンケート等を実施して講義内容の充実に努めている。高齢

者就労が増加傾向にあり、入学者数や在学生数が減少し、全体的に学生数が伸び悩

んでいることから、今後は、広報等による積極的なＰＲ活動を通して学生数の確保

が必要と考える。 

   家庭・地域の教育力の向上については、地域住民がコミュニティ・スクールや放

課後子ども教室、放課後児童クラブと関わり合いながら子どもを育てる地域基盤の

強化に努めている。放課後子ども教室の実施校は増えているが、地域住民との連携

は必ずしも十分ではないため、今後は、地域住民などによる外部講師をこれまで以

上に活用するとともに、自治会やＰＴＡなどの地域住民に対して、事業内容等の周

知方法について検討する必要があると考える。 

   図書館機能の充実については、利用者のニーズに即した館内整備や、本に親しむ

ための機会づくりとして「本の森」や「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」を

実施するなど、読書普及の促進と利用者数増に努めている。今後は、市民の意見や

要望を反映した伊達市立図書館あり方検討委員会や伊達市立図書館運営協力会の提

言内容を取り入れた図書館の新築、あるいは、増改築の早期着工を期待する。 

 

（３）歴史・文化芸術 

 ①特色ある地域文化の推進 

   文化芸術活動の振興については、市民に芸術性の高い舞台鑑賞機会を提供するこ

とを目的とした西いぶり定住自立圈文化事業、だて歴史文化ミュージアムを活用し

た各種展覧会の実施、及び児童生徒に優れた舞台芸術の鑑賞機会を提供するため巡

回小劇場事業が実施されている。また、アートビレッジ構想に基づく、絵画部門と

音楽部門で様々なレベルに合わせた人材育成事業が展開されており、引き続き、財

政的な支援が必要と考える。 

  

 ②歴史文化を活かしたまちづくりの推進 
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   歴史文化資源の活用については、だて歴史文化ミュージアムが開催している特別

展等で、市民はじめ多くの入館者の満足を得ている。今後、更に、資料の収集、調

査研究、文化財の保管管理に努め、魅力ある博物館としての役割が期待される。ま

た、市内小中高等学校等の学習の場として、あるいは、道内外からの教育旅行や各

種団体の研修の場になることを期待する。 

   文化財の保護と適切な展示保管環境の維持については、史跡北黄金貝塚公園や迎

賓館などが多彩なイベントや体験活動を実施し高い評価を得ている。北海道・北東

北縄文遺跡群は世界遺産登録国内推薦の決定を受け、今後、遺産登録に向けた活動

を推進するとともに、施設の説明ガイドや学芸員等の発掘・養成・確保が必要と考

える。 

 

（４）スポーツ 

①豊かな心身を育むスポーツの振興 

  スポーツ活動の促進については、年齢や体力、健康志向等に応じた各種スポーツ

機会の提供と、青少年や地域のスポーツ活動の普及促進が図られている。また、各

種スポーツ大会が実施されており、各種スポーツ団体においては、講習会への派遣

と各種研修会等を実施し、指導者等の育成と資質の向上に努めていると考える。 

 

 


